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五感を研ぎ澄まし五感を研ぎ澄まし
　新茶の出来を確認　新茶の出来を確認

高齢者の新型コロナウイルス
　ワクチン接種のお知らせ
八女市高齢者福祉計画・
　第８期介護保険事業計画（概要）
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掲載している催し等が新型コロナウイルスの感染拡
大防止のため、変更になる場合があります。市ホー
ムページ、または問い合わせ先で確認してください。

八女市LINE公式アカウント
新型コロナウイルス感染症や災害情報など、
皆さんの暮らしに関わる情報を発信しています。
LINEアカウントID→＠yamecity詳しくはこちら 友だちになってね！

掲載している催し等が新型コロナウイルスの感染拡
大防止のため、変更になる場合があります。市ホー
ムページ、または問い合わせ先で確認してください。

八女市LINE公式アカウント
新型コロナウイルス感染症や災害情報など、
皆さんの暮らしに関わる情報を発信しています。
LINEアカウントID→＠yamecity詳しくはこちら 友だちになってね！

令和３年度新茶初入札会（関連記事は 18ページ）
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◦電話番号（フリーダイヤル）
　0120・761・770
◦受付時間＝９時～ 21時

（平日、土日、祝日）
◦新型コロナワ
クチンについて
 （厚生労働省 HP）

◦電話番号（ナビダイヤル）
　0570・072・972
◦受付時間＝ 24 時間 
 （平日・土日・祝日）

新型コロナワクチンに関す
る厚生労働省電話相談窓口

（コールセンター）

福岡県新型コロナウイルス
ワクチン専用ダイヤル

（接種後の副反応など医学的な
知見が必要となる専門的な相談）

◦受付時間＝９時～17 時（平日・土日・祝日）
◦電話番号（フリーダイヤル）
　０１２０・５６７・５１８

〇八女市コロナウイルスワクチン
   コールセンター（予防接種の予約、相談）

〇 Web 予約
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新型コロナウイルスワクチンは国が示す優先接種者から接
種を開始し、順次ワクチン接種を進めます。４月中旬以降
に高齢者の皆さんへ接種券を郵送しました。（それ以外の人
は、接種可能な時期が近づきましたら接種券を郵送します）

５月１０日㈪予約開始

接種会場

問い合わせ
健康推進課
新型コロナウイルス
ワクチン接種係（☎２３・１２０１）

現在決まっている接種会場は以下のとおりです。
【地域の医療機関】

【高齢者施設等での接種】

【集団接種（旧市町村ごとに特設会場を設置）】

八女市・筑後市・広川町の医療機関
※筑後市・広川町にある医療機関で受ける場合でも届け出等不要。
ただし、医療機関がある市町のコールセンターでの予約となります。
※医療機関については接種券に同封している「受託医療機関一覧」
か市ホームページで確認してください。

※病院では予約を受け付けません。予約開始後すぐは、コールセンター
への電話がつながりにくい場合が想定されます。ワクチンの供給量に
よっては予約枠に限りがありますので、すぐに予約ができない場合が
あります。今後は、希望される全ての人に接種できるように準備して
いますので安心してお待ちください。

施設の協力医・嘱託医等により施設にて接種

◦ゆめタウン八女
◦黒木支所大会議室
◦立花市民センター
◦農業活性化センター
◦矢部公民館

◦総合保健福祉センターそよかぜ
※かかりつけ医がない人や週末し
か接種できない人に対応するた
め、土曜日・日曜日に 2 会場ずつ
開設予定

※接種会場を決めるにあたって
◆皆さんが安心して接種を受けられるように、なるべくかかりつけ医な
ど身近な医療機関での接種をお勧めします。
◆基礎疾患やアレルギー等がある人は、事前にかかりつけ医に相談し接
種場所を決めるようにしてください。（「お薬手帳」を持参しましょう）

ワクチン接種シミュレーションの様子
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市
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接種にあたっての注意とお願い

交通手段の助成について（交通手段にお困りの人へ）

　八女市は、新型コロナウイルスワクチン接種場所までの交通手段がなくお困りの人へ助成を行います。１人
につき1,200 円分（300 円×4 枚）の回数券をお配りします。※詳細は回数券と一緒に説明のチラシを同封し
ますので、ご確認ください。

〈予約方法〉
◦コールセンターでワクチン接種の予約時にお申
し込みください。
◦必ず事前申請（原則、ワクチン接種の 1 週間
前まで）でお願いします。

〈利用可能機関〉
◦堀川バス　◦西鉄バス

（八女、筑後、広川内路線のみ）
◦八女市予約型乗合タクシー、筑後地区タクシー
協会に加盟しているタクシー

◦新型コロナワクチンは、誰でも無料で接種するこ
とができます。対象となるすべての人に無料で行
います。接種の際に、市民の皆さまの費用負担は
ありません。市町村などが、ワクチン接種のために
金銭や個人情報を電話で求めることはありません
ので、ご注意ください。

◦新型コロナワクチンの接種は、国から国民の皆さんに
受けていただくよう勧められていますが、受けることは
強制ではありません。しっかり情報提供を受けた上で、
同意がある場合に限り接種が行われます。職場や周り
の人などに接種を強制したり、受けない人に差別的な扱
いをすることのないようお願いします。

八女市にお住まいの高齢者の暮らしに関わるさまざまなお困りごとの相談窓口です。各地域に地域包括支援センターを設
置しています。保健師・社会福祉士・主任ケアマネジャーなどの専門職がチームとなって、住み慣れた地域で安心して暮
らしていけるよう、さまざまな相談をお受けしています。生活支援や介護予防、関係機関との連携による支援を行っています。

高齢者の皆さんへ

八女市地域包括支援センターをご利用ください 
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心配事・悩み・疑問を一人で抱えていませんか。お近くの地域包括支援センターにお気軽にご相談ください。

＜総合相談＞
さまざまな生活上の困りごとに対しての
相談を受け必要なサービスに繋ぎます。
◦一人暮らしの高齢者が心配 など

＜権利を守る＞
虐待や金銭のトラブルから高齢者の権
利を守ります。
◦財産の管理に自信がなくなった
◦虐待にあっているかもしれない など

八女地域包括支援センター（介護長寿課内）☎23・1203
立花地域包括支援センター（立花支所内）☎24・8922
黒木地域包括支援センター（黒木支所内）☎42・1119	 　

上陽地域包括支援センター（上陽支所内）☎24・8315
矢部地域包括支援センター（矢部支所内）☎24・9011
星野地域包括支援センター（星野支所内）☎24・8212

＜介護予防・生活支援＞
介護予防や要支援 1・2 の人へのケア
プランの作成・評価を行います
◦身体の機能に不安がある
◦要介護認定の申請を頼みたい など

＜暮らしやすい地域づくり＞
◦地域と共に考え取り組むまちづくり
◦認知症になっても暮らしやすいまち  
   づくり など

広報八女 2021.5.13
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　ひとり親サポートセンター（春日市）
では、ひとり親家庭の人等を対象に、
ハローワークと連携した就業支援や
養育費相談等を行っています。
　また、久留米ひとり親サポートセ
ンター（久留米市）でもハローワー
クと連携した就業支援等を行ってい
ます。以下の支援を希望する人は、
まずは電話で問い合わせください。

◦問い合わせ＝春日市原町 3-1-7（ク
ローバープラザ内）☎ 092・584・
3931
◦時間＝月～金曜９時～ 17 時、毎週
土曜、第１・第３日曜の９時～ 16 時

◦問い合わせ＝久留米市城南町 15 番
地 3（久留米市役所 2 階久留米市ジョ
ブプラザ内）☎ 0942・32・1140
◦対象者＝筑後広域生活圏に住んで
いる人
◦時間＝月～金曜９時～ 17 時

ひとり親サポートセンターでは、
就業支援や養育費相談等を行っています

　昭和 56 年に建築した母子生活支援施設ひま
わり園の老朽化のため、施設全体の改修工事を
行います。現代の生活様式に対応した施設に改
修し、入居者に寄り添った温かい支援を行って
いきます。
　工事期間は令和 3 年 4 月～ 10 月の予定です。
市民の皆さまのご理解とご協力をお願いします。

◦母子生活支援施設とは…
　18 歳未満の子どもを養育している配偶者のな
い女子、またはこれに準ずる女子の生活上のさ
まざまな課題解決のため、子どもとともに自立
に向けて支援する施設です。
　施設改修中も母子世帯の支援やご相談はお受

八女市母子生活支援施設
「ひまわり園」の改修工事を行います

けします。
◦問い合わせ  子育て支援課 こども家庭係

（☎ 23・1351）

ひとり親サポートセンター

▼ひとり親サポートセンター事業

久留米ひとり親サポートセンター

養育費
相談

◦電話相談 ( 離婚協議中の人も相談ください )。相談内
容によって弁護士相談クーポン（１時間無料相談券）を
発行します。

無料
弁護士
相談

◦来所相談＝先着順各４人
◦日時 ＝ ▽ 5/12 ㈬ 13:00 ～ 15:00 ▽ 5/19・5/26 ㈬
18:30 ～ 20:30 ▽ 6/2 ㈬ 13:00 ～ 15:00

講習会

【医療事務】
◦期間＝ 6/6 ～ 8/8 の毎週日曜日（全 60 時間）
◦検定日＝ 8 月22日または 8 月29日（予定）
◦定員＝ 20 人（託児あり）
◦受講料＝無料（教材費・検定料等一部負担金あり）
◦申込締切＝ 5 月１6日㈰

講習会

【パソコン入門講座】
◦会場＝男女平等推進センター（能力開発室）
◦住所＝久留米市諏訪野町 1830-6（えーるピア久留米）
◦期間＝ 5/29 ㈯・6/5 ㈯１0:00 ～ 13:00（全 2 回）
◦定員＝7 人（託児あり／ 6 か月～ 6 歳まで）
◦受講料＝無料（テキスト代は自己負担）
◦申込締切＝ 5 月19日㈬

▼久留米ひとり親サポートセンター事業

改修イメージ図：外観（下）、内観（上）
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　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、子育ての負担も担わな
ければならない低所得のひとり親世帯を支援するため、子育て世帯生活支援特別給
付金（ひとり親世帯分）を支給します。また、八女市の独自支援策として、ひとり
親家庭応援金も併せて支給します。

子育て世帯生活支援特別給付金 
（ひとり親世帯分）【国給付事業】

八女市ひとり親家庭応援金
【八女市独自事業】

対象者

次の①～③のいずれかに該当する方
①令和３年４月分の児童扶養手当受給者
②公的年金等を受給していることにより、令和３年４月分の児童扶養手当の支給を受けてい
ない人
③児童扶養手当を受給していないひとり親世帯で、新型コロナウイルス感染症の影響を受け
て家計が急変するなど、収入が児童扶養手当を受給している人と同じ水準となっている人

給付額 児童１人あたり５万円 １世帯３万円

支給の
手続き

①に該当する人：申請不要です。（別途お知らせします。）
②または③に該当する人：申請が必要です。

申請期間 上記②・③に該当する人は、令和 3 年５月６日㈭から令和 4 年２
月２８日㈪まで申請を受け付けます。
申請方法等については、八女市ホームページをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

問い合わせ 子育て支援課こども支援係（☎２３・１３５１）

◦
児
童
扶
養
手
当
と
調
整
す
る
障
害
基
礎
年
金

等
の
範
囲
が
変
わ
り
ま
す
＝
こ
れ
ま
で
、
障
害

基
礎
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
人
で
、
障
害
基

礎
年
金
等
の
額
が
児
童
扶
養
手
当
の
額
を
上
回

る
場
合
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
令
和
３
年
３
月
分
の
手
当
以
降
は
、

児
童
扶
養
手
当
の
額
が
障
害
基
礎
年
金
の
子
の

加
算
部
分
の
額
を
上
回
る
場
合
、
そ
の
差
額
を

児
童
扶
養
手
当
と
し
て
受
給
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

◦
対
象
者
＝
障
害
基
礎
年
金
の
子
の
加
算
が
あ

る
人
の
み
対
象
と
な
り
ま
す
。

◦
支
給
制
限
に
関
す
る
所
得
算
定
の
変
更
＝
令

和
３
年
３
月
分
の
手
当
以
降
は
、
障
害
基
礎
年

金
等
を
受
給
し
て
い
る
受
給
資
格
者
の
支
給
制

限
に
関
す
る
「
所
得
」
に
非
課
税
公
的
年
金
給

付
等
が
含
ま
れ
ま
す
。

◦
申
請
方
法
＝
す
で
に
児
童
扶
養
手
当
受
給
資

格
者
と
し
て
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
原
則
、

申
請
は
不
要
で
す
。
児
童
扶
養
手
当
を
申
請
し

て
い
な
い
人(

過
去
に
資
格
喪
失
し
た
人
も
含

む
）
は
令
和
３
年
６
月
ま
で
に
申
請
さ
れ
れ
ば
、

令
和
３
年
３
月
分
に
遡
っ
て
支
給
が
開
始
さ
れ

ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
支
援

係
（
☎
２
３・１
３
５
１
）　

「
児
童
扶
養
手
当
」
が
変
わ
り
ま
す

八女市子育て世帯生活支援特別給付金 （ひとり親世帯分）
八女市ひとり親家庭応援金を支給します。
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　この計画の期間は、令和３年度から令和５年度までの 3か年です。
　計画の策定にあたっては、「団塊の世代」が 75 歳以上となる令和７（2025）年、「団
塊ジュニア世代」が 65 歳以上となる令和 22（2040）年までの高齢者の状況なども考
慮しながら、内容の検討を行いました。
　今後は、この計画を着実に進めていくため、毎年度、計画の点検・評価と課題分析
を行っていきます。

　計画の基本理念を『いつまでも健康で安心してともに暮らせる環境づくり』とし、
本市のすべての高齢者ができる限り介護等を必要とせずに健康に暮らせるよう、また、
介護や生活支援、医療等が必要になっても、できる限り安心して住み慣れた地域で生
活できるよう、地域の関係団体等と連携・協働して取り組みます。

計画の期間

計画の基本理念

計画の内容
１　地域で高齢者を見守り、支え合う地域包括ケア体制の充実

○個別の課題や地域課題の解決のため、地域包括支援センターの機能強化や地域ケア
会議の推進などにより、「八女市地域包括ケアシステム（※下図参照）」のさらなる深化・
推進を図ります。
○地域住民や介護・福祉・医療等関係者、その他民間企業等とも連携しながら、高齢
者の見守りや支え合いのためのネットワークや仕組みの強化を図ります。
○介護従事者の資質向上を図るとともに、介護サービス従事者やボランティア等の多
様な地域人材の確保と発掘・育成に取り組みます。

※地域包括ケアシステムとは
　高齢者が可能な限り住み慣れた地域で自立して日常生活を営むことができるよう、医療、
介護、住まい、生活支援、介護予防サービスが身近な地域で包括的に確保される体制

概
要

八女市地域包括ケアシステム（イメージ）

日
常
生
活
圏
域

日
常
生
活
圏
域

日
常
生
活
圏
域

地域協働・地域づくり
地域の各種団体等

地域住民・ボランティア・警察・
郵便局・商店・介護事業所等

支援を要する人
家族・親族

地域包括支援センター 生活支援コーディ
ネーター・協議体

市役所（支所） 医療・介護・
福祉関係機関

（全市および広域レベル）地域包括支援センター運営協議会
介護保険事業計画等推進委員会

日常生活圏域
地域ケア会議

地域包括ケア
推進支援会議

地域ケア会議
（3 階層）

小地域
ケア会議

（個別ケース）
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２　介護予防と生活支援の充実
○健康寿命の延伸を図るために、介護予防・日常生活支援総合事業がより効果的な事業展開となるようサー
ビスの充実を図るとともに、保健事業等との連携を行い、高齢者の保健事業と介護予防を一体的に実施し
ていきます。
○高齢者の日常生活を支え、生きがいや介護予防につながる社会参加の機会を確保するため、生活支援体
制整備事業を継続します。また、介護予防・日常生活支援総合事業やその他の生活支援サービスを充実し
ます。
○市内６圏域ごとに配置した生活支援コーディネーターを中心に、高齢者の生活支援に係る課題やニーズ
の把握、多様な主体と連携したサービス創出に取り組みます。

○社会福祉協議会や生活支援コーディネーター等と連携して「ふれあいサロン」のさらなる拡充を図ります。
○就労支援、老人クラブ等、生涯学習・スポーツ活動等により生きがいづくりにつながる社会参加の推進
を図ります。

４　安心して暮らせる環境づくりの推進
○認知症になっても可能な限り住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられる「共生」を目指し、「認知症
バリアフリー」の取り組みを進めていくとともに、通いの場の拡大など「予防」の取り組みを進めていき
ます。
○認知症への正しい理解を広めるために地域住民や企業への啓発を継続するとともに、認知症地域支援推
進員の機能強化を図り、地域包括支援センター等の地域における相談体制の充実を推進します。
○筑後市・広川町や八女筑後医師会と連携して、医療と介護の両方を必要とする高齢者が地域の中で安心
して在宅生活を送れるよう広域的な取り組みを進めます。
○虐待等から高齢者を守るための権利擁護施策や家族介護者への支援に継続して取り組みます。

５　介護保険サービスの充実
○令和７（2025）年、令和 22（2040）年に向けて、地域ごとの介護需要を踏まえるとともに、家族介護
者の離職ゼロの実現に向けたサービス基盤の整備や地域医療構想との整合性を考慮し、必要な基盤整備を
図ります。
○保険者機能強化推進交付金や介護保険保険者努力支援交付金を活用し、自立支援事業や介護予防事業を
推進していきます。

介護保険料
　65 歳以上の高齢者の介護保険料は３年ごとに改定しています。
　令和３～５年度の介護保険料は、この３年間に提供される介護サービスの総費用を推計し、これに見合っ
た介護保険料を算定しています。

【介護保険料の基準額】月額６，０００円
【保険料段階】
　低所得者の負担に配慮しつつ負担能力に応じた保険料となるよう、国の標準（9 段階）よりもさらにき
め細かく 11 段階で所得段階の設定を行いました。

【低所得者に対する配慮】
　低所得者（第１段階～第３段階）について、公費を投入し保険料を軽減します。

問い合わせ＝介護長寿課 介護保険係（☎２３・１３５３）／指定指導係（☎２３・２５４５）／
　　　　　　　　　　　　 高齢者支援係（☎２３・１３０８）／地域包括支援係（☎２４・９４６６）

３　健康づくりや社会参加・生きがいづくりの推進
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民
生
委
員
法
に
基
づ
き
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、

児
童
福
祉
法
に
定
め
る
児
童

委
員
を
兼
務
し
て
い
る
非
常

勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。
八

女
市
で
は
２
１
３
人
（
う
ち
主

任
児
童
委
員
26
人
）
が
活
動

し
て
い
ま
す
。
地
域
に
住
む
皆

さ
ん
の
生
活
の
困
り
ご
と
の
相

談
を
受
け
、
福
祉
分
野
の
関

係
機
関
に
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
役
目
と
し
て
、
福
祉
委
員
や

見
守
り
連
絡
委
員
が
配
置
さ

れ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
、

相
談
を
受
け
た
り
、
関
係
機

関
へ
つ
な
い
だ
り
す
る
と
き
の

電
話
代
や
、
訪
問
す
る
と
き

の
交
通
費
な
ど
の
活
動
費
は
、

福
岡
県
お
よ
び
八
女
市
か
ら

支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
訪
問
し
て
直
接
対
話
を
す

る
こ
と
が
基
本
の
活
動
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、「
非
対
面
」

を
原
則
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
安
否
確
認
が
必
要
な
人

に
対
し
て
は
、
新
聞
や
郵
便
物

が
数
日
間
に
わ
た
り
放
置
さ

れ
て
な
い
か
自
宅
の
様
子
を
確

認
す
る
な
ど
の
方
法
で
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
訪
問
が
必
要
な

人
に
対
し
て
は
、
マ
ス
ク
を
着

用
し
、
手
指
消
毒
を
行
っ
た
う

え
で
訪
問
を
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
、

担
当
区
域
に
お
い
て
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
人
や
子
ど
も
た

ち
の
見
守
り
活
動
や
、
地
域
の

皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
を
受
け
、

福
祉
分
野
の
関
係
機
関
へ
つ
な

ぎ
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

な
か
で
も
、
子
育
て
に
関
す
る

支
援
を
専
門
に
担
当
す
る
の

が
主
任
児
童
委
員
で
す
。
相

談
内
容
と
し
て
は
、
介
護
の
悩

み
、
妊
娠
や
子
育
て
の
不
安
、

失
業
や
経
済
的
困
窮
に
よ
る

生
活
上
の
心
配
ご
と
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

支
援
が
必
要
な
人
に
対
し
て

は
、
行
政
や
専
門
機
関
へ
つ
な

ぎ
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

は
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
お

り
、相
談
内
容
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
八
女
市
で
は
、
福
島
・
長

峰
・
上
妻
・
三
河
・
八
幡
・
川

崎
・
忠
見
・
岡
山
・
上
陽
・
黒

木
・
立
花
・
矢
部
・
星
野
の
13

校
区
に
校
区
協
議
会
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
八
女
市
全
体

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活

動
方
針
等
を
決
め
る
会
議
（
民

児
協
月
例
校
区
会
長
会
）
を

月
１
回
開
催
し
、
樋
口
欣
榮

会
長
を
中
心
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
主
任
児
童
委
員
は
各
校
区

に
２
人
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
の
主
任
児
童
委
員
全
員

で
、
主
任
児
童
委
員
部
を
組

織
し
、
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

（
全
戸
訪
問
）
事
業
を
は
じ
め

と
す
る
子
育
て
に
関
す
る
支
援

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

支
え
あ
う 

住
み
よ
い

社
会 
地
域
か
ら

心配ごと、悩みごと、一人で抱えていませんか？
民生委員・児童委員は、
あなたの身近な相談相手です。相談内容に
応じて、関係機関へのつなぎ役になります。
あなたの秘密は固く守られます。

八女市民生委員児童委員連絡協議会の各校区会長および役員の皆さん

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

コ
ロ
ナ
禍
で
の

新
た
な
活
動
ス
タ
イ
ル

八
女
市
民
生
委
員
児
童
委
員

連
絡
協
議
会
に
つ
い
て

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

役
割
と
は

【
問
い
合
わ
せ
】

福
祉
課
福
祉
総
務
係

（
☎
２
４
・
８
０
３
０
）

5/12～18 は
活動強化

週間

５
月
12
日
は
、民
生
委
員･

児
童
委
員
の
日
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八女市役所 福祉課 福祉総務係
（☎２４・８０３０）
黒木支所 生活福祉係（☎４２・１４６３）

立花支所 市民生活福祉係 ( ☎２３・４９３２）
上陽支所 市民生活福祉係 ( ☎５４・２２１８）
矢部支所 市民生活福祉係（☎２４・９１４２）
星野支所 市民生活福祉係（☎５２・３１１３）

　高齢者のみの世帯、生活に困窮している世帯、
障がいを持っている人や子育てに悩んでいる人など
の見守り活動や支援活動を行います。必要に応じて、
相談内容を市役所の担当課や社会福祉協議会など
の専門機関へつなぎます。

　地域によって違いますが、児童の登下校時の見
守り活動、地域の福祉イベントなどへの参加活動を
行っています。

　民生委員・児童委員としての研修や各校区で行
われる定例会への参加などがあります。

　民生委員・児童委員は、活動のための費用（相談のための電話代や訪問活動のためのガソリン代等）
は支払われますが、ボランティアで報酬は支払われません。民生委員・児童委員活動では、市民の皆さ
んの「ありがとう」のひと言が、活動の活力につながります。民生委員・児童委員の主な活動として、３
つの活動をご紹介します。

①個別支援活動

民生委員・児童委員についてのお問い合わせ

5/12
②地域福祉活動

③八女市民生委員児童委員連絡協議会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
が
、
民
生
委

員
活
動
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
し
た
。活
動
の
多
く
が
、

人
と
接
す
る
こ
と
を
基
本
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
非

対
面
で
の
活
動
で
、
ど
の
よ
う

に
地
域
の
皆
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
く
か
、

難
し
い
１
年
で
し
た
。
感
染
症

拡
大
に
よ
り
、
社
会
不
安
が
蔓

延
す
る
な
か
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
が
「
地
域
住
民
に
寄

り
添
う
存
在
」
で
あ
り
続
け
る

た
め
に
、
非
対
面
に
よ
る
新
し

い
活
動
ス
タ
イ
ル
を
現
在
も
模

索
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

感
染
症
に
対
す
る
反
応
は

人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
緊
急
事
態

宣
言
期
間
中
は
も
と
よ
り
、
八

女
市
内
の
新
規
感
染
者
の
増

加
傾
向
、
訪
問
す
る
相
手
方

の
反
応
な
ど
を
総
合
的
に
判

断
し
、
毎
月
の
月
例
校
区
会

長
会
に
お
い
て
活
動
方
針
を
決

定
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
非

接
触
を
基
本
と
し
た
見
守
り

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
訪
問

が
必
要
な
場
合
は
、
マ
ス
ク
着

用
、
手
指
消
毒
を
徹
底
し
て
い

ま
す
。訪
問
が
で
き
な
く
て
も
、

見
守
り
活
動
は
委
員
そ
れ
ぞ

れ
の
や
り
方
で
継
続
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
困
り
ご
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

人
と
人
と
の
交
流
が
コ
ロ
ナ

禍
以
前
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
、
今
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
今
ま
で
の
活
動
に
制
約

が
加
わ
っ
た
こ
と
で
改
め
て
地

域
を
見
守
る
民
生
委
員
活
動

の
意
義
と
役
割
が
再
確
認
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
活
動
を
支
え
て

い
た
だ
く
の
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
で
す
。

「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
も
と

で
、
地
域
で
の
信
頼
関
係
つ
く

り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

八
女
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
絡
協
議
会

会
長　

樋
口
欣
榮

民
生
委
員
活
動
に
皆
さ
ま
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を

民生委員・児童委員の活動について

　このような活動を進めるには、民生
委員・児童委員の存在や活動について、
地域住民の皆さんに理解を深めていた
だき、信頼関係を築いていくことが大
切です。そのために、全国民生委員児
童委員連合会では、5 月 12 日を「民
生委員・児童委員の日」、5 月12 日か
ら 18 日を「活動強化週間」と定め、
さまざまな PR 活動等を展開していく
こととしています。この機会にぜひ民
生委員・児童委員について関心を持っ
ていただき、活動へのご理解とご協力
をお願いします。

民生委員・児童委員の日
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なぜ なぜ 人権 －	かけがえのない命が輝くまちをめざして	－

■	問い合わせ＝人権・同和政策・男女共同参画推進課（☎23・1490）

　　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
広

が
り
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
し
た
。

　

人
と
の
距
離
を
と
り
、
密
を
避
け
る

な
ど
感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
の
新

し
い
生
活
様
式
が
浸
透
し
ま
し
た
。
そ

の
一
方
で
、
感
染
に
対
す
る
不
安
や
恐
れ

な
ど
か
ら
、
差
別
や
思
い
込
み
に
よ
る
心

な
い
言
動
が
広
が
り
、
深
刻
な
人
権
侵

害
と
し
て
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
従
来
の
よ
う
な
形
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
困
難
に

な
っ
た
こ
と
で
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

の
希
薄
化
や
分
断
を
心
配
す
る
声
も
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
日
常
」
が
変
化
し
た
今
こ
そ
、
改
め

て
人
と
つ
な
が
る
こ
と
の
大
切
さ
を
見
つ

め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

地
域
や
職
場
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
人
々

が
つ
な
が
り
合
う
こ
と
で
私
た
ち
の
生

活
は
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
全
て
の
人
の

人
権
が
守
ら
れ
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く

幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
の

実
現
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
お
互
い
を
尊

重
し
、
大
切
な
存
在
と
し
て
受
け
止
め

合
え
る
関
係
を
築
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

八
女
市
で
は
、
一
人
ひ
と
り
が
身
の

ま
わ
り
に
あ
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
気

づ
き
、
理
解
を
深
め
、
解
決
へ
の
行
動

に
つ
な
げ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
人
権
に

関
す
る
研
修
の
講
師
と
し
て
職
員
の
派

遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
や
形
式
な

ど
希
望
に
応
じ
た
内
容
で
企
画
し
、
感

染
拡
大
防
止
対
策
を
と
っ
て
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】
市
内
の
事
業
所
、
任
意
団
体

【
費
用
】
無
料

【
申
し
込
み
方
法
】
日
時
・
内
容
等
の

調
整
の
た
め
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
検
討
中
の
人
も
、
研
修
内

容
に
つ
い
て
の
相
談
も
承
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
人
権
・
同
和
政
策
・
男

女
共
同
参
画
推
進
課
人
権
啓
発
係
（
☎

２
３
・１
４
９
０
）

マ
ス
ク
等
の
着
用
が
困
難
な
人
へ

の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す

心
豊
か
な
社
会
に
向
け
て

～
人
権
研
修
の
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
～

コ
ロ
ナ
禍
で
問
わ
れ
て
い
る
も
の

心
の
つ
な
が
り
を
手
放
さ
な
い

　令和２年度の人権研修会では、新型コロナウイルス感染
予防策をとって行われました。
　研修後に寄せられた感想を一部紹介します。
◦人権に関することは普段学ぶことが少ないため、いい機会
になった。
◦新型コロナウイルスから差別へとつながる流れがよくわか
り、社会はもちろん我々も人権意識を強く持つことが重要だ
と感じた。
◦仕事が楽しい人間関係が良い職場、それを目標にして頑
張っていきたいと思う。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
公
共
の
場
で
の
マ

ス
ク
着
用
が
新
し
い
生
活
様
式
の
一

つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

が
感
染
を
広
げ
な
い
た
め
に
、
自
分

に
で
き
る
予
防
を
実
行
し
て
い
く
こ

と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
感
覚
過
敏
や
障
が
い
、

病
気
な
ど
に
よ
り
、
マ
ス
ク
の
着
用

が
難
し
い
人
が
い
ま
す
。

　
周
囲
か
ら
は
、
わ
が
ま
ま
と
誤
解

さ
れ
た
り
、
厳
し
い
視
線
を
向
け
ら

れ
た
り
、
心
な
い
批
判
を
受
け
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
マ
ス
ク
着
用
が
広
く
呼
び
か
け
ら

れ
て
い
る
な
か
、
外
出
先
で
マ
ス
ク

を
着
用
し
て
い
な
い
人
を
見
る
と
不

安
な
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
人
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う

な
と
き
は
、
ま
ず
、「
何
か
事
情
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
想
像
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
障
が
い
や
症
状
が

あ
っ
て
マ
ス
ク
を
着
け
ら
れ
な
い
人

が
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
特
性
を

理
解
し
、
お
互

い
を
思
い
合
う

心
を
持
っ
て
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

人権研修会を開催してみませんか
事業所や任意団体に無料で講師を派遣します
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団体名 活動名称 活動の概要

ＮＰＯ法人がん
ばりよるよ星野
村

竹林整備と竹資源の活
用

放棄竹林を整備し、竹をパウダー化し、肥料として近隣農家に配布
したり、発酵肥料を作製する。また、竹皮編みの創作ワークショップ
を開催し、資源の再発掘を行う。

ひまわりの会
　八女・筑後

ひまわりの会
　八女・筑後

不登校の若者や不登校の子を持つ保護者を集めた座談会を開き、情
報共有を図る。また、有識者を招いた講演会を開催する。

yame-C-style あんどん 2021

八女提灯の魅力とお盆提灯の意義を発信するイベントを開催し、提
灯の展示や実演に加え、スタンプラリー等を実施する。また、イベン
ト期間中は、事業に賛同した飲食店において、ドリンクサービス等の
特典も予定している。

星野未来塾 星野村で星のソムリ
エっ子を育てよう

法政大学と星の文化館の協力のもと、18 歳以下の学生を対象とした
「星のソムリエっ子（星空案内人）」の資格制度を確立する。その後、
学生を対象とした資格取得のための講座を実施する。

Light Up Show
実行委員会 燈TOMOSHIBI 【第３宴】異業種で協力して、光と音の演出を取り入れた祭りを開催し、八女の

ＰＲや地域活性化、文化の交流を図る。

Team Culture 
Box

「黄金の茶室 inHACO」
からの八女文化の発信

市内で毎年開催されるイベントである「あかりとちゃっぽんぽん」と「八
女グリーンピース」の会場内に、「黄金の茶室」を設置・公開する。

一般社団法人
八女青年会議所

日本一のそうめん流し
事業

グリーンピア八女にて「竹の祭典　八女の魅力的な資源の有効活用
～ソーシャルディスタンスでそうめんディスタンス～」と題した日本
一の長さ（３．７㎞）のそうめん流し記録会を開催する。また、竹灯
篭つくり体験や木工体験ブースを設けるほか、環境問題などの講義
を行う。

おちゃねこ八女 幸せねこプロジェクト
不幸な命を増やさないために、飼い主のいない猫たちを保護し、避妊
去勢手術を行い、譲渡可能な猫の里親を探す。また、正しい飼育方法
等の啓発活動やチャリティーイベントを行う。

ミニバラ八女津
媛の会

ミニバラ八女津姫を広
めるプロジェクト

ミニバラ「八女津姫」を市内の各所に植栽して広める。また、八女農
業高校にミニバラの繁殖を依頼し、植栽ボランティアや市民へ配布し、
ミニバラ「八女津姫」へ興味を持ってもらう。

資源を活かして
原料から作って
みる会

八女の土で器を作って
楽しもう

八女産の材料を用いて楽焼で作製する茶碗づくりを一から体験できる
プログラムを開催する。また、お茶会にて参加者自身が作製した茶碗
を実際に使ってみることで、参加者に器を楽しんでもらう。

八女徐福会
舞台から八女の徐福文
化を発信する
―徐福八女長寿茶山踊
りと商品開発―

シンポジウムなどの日中韓の交流事業に加え、八女徐福の関連商品開
発や茶山踊りをとおして、徐福文化の普及活動を行う。

　令和３年度市民との協働によるまちづくり提案事業を募集し、市民団体等から提案された事業を選考した結果、
11件を採択しました。これから市内の各地域で、提案に基づくさまざまなまちづくり活動が展開されます。それぞれ
の活動については、市広報やホームページ、ＦＭ八女を通してお知らせしますので、ぜひご参加ください。
　参加いただく場合は、感染症対策へのご理解、ご協力をよろしくおねがいします。
◦問い合わせ＝企画政策課まちづくり推進係（☎２４・９４５２）

まちづくりの提案 11件を採択しました

▼令和３年度市民との協働によるまちづくり提案事業　採択団体
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５月23日㈰・30日㈰に
マイナンバーカードの
受取専用窓口を臨時開設します

　八女市ではスポーツ・健康づくり都市宣言のもと、
予防意識・健康への動機付けによる健康寿命の延伸を
目的に、健康ポイント事業を実施しています。20 歳以
上の市民を対象に特定健診の受診（必須）や健康づ
くりの取り組みに対しポイント付与し、既定のポイント

（1500 ポイント以上）に達した人には、そのポイント数
に応じて指定施設での買い物や入浴等で使える利用券
をお送りしています。ご自身の健康のためにも積極的に
ご参加ください。詳しい内容については、５月１日号の
広報八女と同時にご家庭に配布する健康ポイントカー
ドをご覧ください。ポイントカード台紙は、各地区での
特定健診・がん検診会場の受付のほか、次の場所に設
置していますのでご活用ください。区の行事等でポイ
ントカードやポイントシールが必要な場合はお問い合わ
せください。
◦ポイントカード設置場所
▽本庁健康推進課（☎ 23・1116 ／☎ 23・1201）▽介
護長寿課（☎ 23・1308）▽スポーツ振興課（☎ 24・
1230）▽黒木支所（☎ 42・1113）▽立花支所（☎ 23・
4932）▽上陽支所（☎ 54・2218）▽矢部支所（☎
24・9142）▽星野支所（☎ 52・3113）▽各地区公民館

健康ポイント事業を実施20歳以上
を対象に

　新型コロナウイルス感
染拡大防止の観点から、
平日の窓口混雑の解消を
目的とし、５月23日㈰・
30 日㈰にマイナンバー
カードの受取専用窓口を
臨時開設します。臨時窓
口ではマイナンバーカード
の交付のみを行います。マイナポイントの予約・申
込は、設置しているパソコンで手続きできます。
　また、マイナンバーカードの申請や更新の受付は
行いませんので予めご了承ください。
　その他、混雑解消のため、事前予約制とさせてい
ただきます。必ずお電話にて受け取りのご予約をお
願いします。予約の際、カード受け取り時の必要書
類についても説明します。
　なお、今回の臨時窓口の開設は、本庁のみとなっ
ており、各支所分のカードも本庁での受け取りとな
りますのでご注意ください。
◦開設日（予約締切日）＝５月 23 日㈰（5 月19 日
㈬）、5 月 30 日㈰（5 月 26 日㈬）※予約状況によ
り早めに締め切る場合もあります。
◦開設時間＝ 8 時 30 分～ 12 時
◦場所＝市役所本庁（支所の開設はありません）
◦対象業務＝マイナンバーカード交付のみ
◦必要なもの＝電話予約時にご案内します
◦予約・問い合わせ先＝市民課マイナンバー推進係

（☎２３・１１１７）

　心理士による個別相談です。対象者は市内
在住で、こころに悩みがある人です。気軽に
ご相談ください。要予約。
◦日にち＝ 5 月20日㈭
◦受付時間＝13 時 30 分～ 15 時 30 分
◦会場：おりなす八女交流棟

（4 月15日号では 5 月19日㈬と案内してい
ましたが、上記のように変更します）
◦問い合わせ＝健康推進課 保健指導係（☎
23・1352）

心理士によるこころの相談
※日程変更のお知らせ

5月5日～
　5月11日児童福祉週間

◦児童福祉週間とは＝子どもや家庭、子どもの健
やかな成長について国民全体で考えることを目的
に、児童福祉の普及・啓発のための各種事業およ
び行事を全国的に展開しています。
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911

令和4 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

料金受取人払郵便

【令和 3 年度小学校新入学児童へ】
㈱みずほフィナンシャルグループ・損
害保険ジャパン㈱・明治安田生命保険
相互会社・第一生命保険㈱＝黄色い
ワッペン

寄附のお礼　※敬称略

　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、

次
の
被
保
険
者
を
対
象
に
、
後
期
高
齢
者
の
口

腔
機
能
低
下
や
肺
炎
等
の
疾
病
を
予
防
す
る

た
め
歯
科
健
診
を
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
に
は

５
月
下
旬
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

◦
受
診
対
象
者
＝
昭
和
20
年
4
月
1
日
～
昭

和
21
年
3
月
31
日
生
ま
れ
の
本
年
度
76
歳
に

な
る
人
。
た
だ
し
、
長
期
入
院
の
人
、
施
設
入

所
の
人
等
を
除
き
ま
す
。

※
例
外
と
し
て
令
和
３
年
12
月
ま
で
に
限
り
、

77
歳
以
上
に
な
る
被
保
険
者
で
一
度
も
受
診
し

て
い
な
い
人
は
受
診
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
、
6
月
に
な
っ
て
か
ら
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
受
診
期
間
＝
６
月
～
12
月
ま
で
（
実
施
医
療

機
関
の
休
診
日
を
除
く
）

◦
受
診
券
の
送
付
時
期
＝
５
月
下
旬
に
広
域
連

合
か
ら
送
付

◦
受
診
の
方
法
＝
必
ず
同
封
し
て
い
る
実
施
医

療
機
関
に
予
約
の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
受
診
時
に
持
っ
て
い
く
も
の

▽
受
診
券
（
記
入
し
て
実
施
医
療
機
関
へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
）

▽
被
保
険
者
証
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
被
保
険
者
証
の
代
わ
り
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
利
用
で
き
る
の
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
を
導
入
し
て
い
る
健
診
実
施
医
療
機
関
に
限

り
ま
す
）

▽
受
診
時
の
自
己
負
担
金
３
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２

６
５
１
・
３
１
１
１
／
N
０
９
２
６
５
１
・
３

９
０
１
）

歯科健診のお知らせ
後期高齢者医療広域連合

★
歯
科
健
診
の
受
診
時
期
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
状
況
を

踏
ま
え
、
歯
科
医
院
に
あ
ら
か
じ
め
電
話
に

よ
り
ご
相
談
の
う
え
、
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

指
定
ご
み
袋
の

不
良
品
の
交
換
に
つ
い
て

　

昨
年
度
、
環
境
課
に
届
出
の
あ
っ
た
迷

子
犬
の
数
は
、
40
匹
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

保
護
さ
れ
た
と
き
、
登
録
の
証
で
あ
る

鑑
札
等
を
首
輪
に
つ
け
て
あ
れ
ば
、
迅
速

に
飼
い
主
へ
連
絡
で
き
ま
す
。
し
か
し
そ

う
で
な
い
場
合
は
、
柳
川
に
あ
る
保
健
所

で
保
護
さ
れ
、
不
慣
れ
な
環
境
で
飼
い
主

を
待
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
迷
子
猫
の
相
談
も
増

え
て
お
り
、
昨
年
度
は
21
件
の
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
。

　

迷
子
札
を
付
け
る
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

を
装
着
す
る
等
、
万
が
一
に
備
え
た
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

購
入
さ
れ
た
八
女
市
指
定
の
黄
色
い
ご

み
袋
に
つ
い
て
、
不
良
品
が
あ
っ
た
ら
、
市

役
所
環
境
課
お
よ
び
、
黒
木
支
所
生
活
福

祉
係
・
各
支
所
の
市
民
生
活
福
祉
係
窓
口

に
て
交
換
し
ま
す
。

◦
留
意
点

・
指
定
ご
み
袋
が
入
っ
て
い
た
外
袋
と
、
残

り
の
ご
み
袋
も
一
緒
に
お
持
ち
く
だ
さ
い

（
残
っ
て
い
る
分
だ
け
で
結
構
で
す
）

・
外
袋
が
な
い
場
合
で
も
交
換
し
ま
す
が
、

こ
の
場
合
は
持
参
さ
れ
た
袋
の
枚
数
だ
け

の
交
換
と
な
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
環
境
課
（
☎
２
３
・
１

４
６
２
）

40
匹
の
ワ
ン
ち
ゃ
ん
、

21
匹
の
猫
ち
ゃ
ん
！

環境課の
ゲンバから
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消費生活
そうだん

指
定
の
教
養
サ
ー
ビ
ス
に
は
解

約
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
事
例
】　

自
宅
に
販
売
員
が
訪
れ
「
子
ど

も
の
た
め
の
英
会
話
教
室
」
を
勧
め
ら
れ

た
。
説
明
は
「
す
ぐ
に
終
わ
り
ま
す
」
と

言
わ
れ
た
が
、「
希
望
し
た
時
間
に
レ
ッ
ス

ン
を
受
け
ら
れ
る
。
英
語
は
学
校
で
必
修

科
目
に
な
る
か
ら
今
か
ら
勉
強
し
て
お
か

な
い
と
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
」
な
ど
と
、

１
時
間
以
上
続
い
た
。
早
く
帰
っ
て
ほ
し

か
っ
た
の
で
契
約
し
た
。
後
日
レ
ッ
ス
ン

に
使
う
と
い
う
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
送
ら

れ
て
き
た
が
、
や
っ
ぱ
り
解
約
し
た
い
。

【
解
説
】　

事
例
の
よ
う
な
教
養
サ
ー
ビ
ス

の
こ
と
を
法
律
で
「
特
定
継
続
的
役
務
提

供
」
と
い
い
ま
す
。
一
定
期
間
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
身
体
の
美
化
や
知
識
の
向
上

を
目
指
す
も
の
と
さ
れ
て
い
て
、
種
類
は

法
律
で
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◦
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
美
容
医
療(

１
か

月
を
超
え
る
も
の
）

◦
語
学
教
室
・
学
習
塾
・
家
庭
教
師
・
パ

ソ
コ
ン
教
室(

２
か
月
を
超
え
る
も
の
）

◦
結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス(

２
か
月
を

超
え
る
も
の
）

　

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
長
期
間
契
約
に

わ
た
り
、
高
額
契
約
と
な
る
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
す
。
消
費
者
の
イ
メ
ー
ジ
と
同
等

の
効
果
が
無
い
こ
と
や
続
行
不
可
能
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
、
ま
た
効
果
を
誇
張

し
た
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
よ
っ
て
消
費
者

の
誤
解
・
勘
違
い
を
生
み
や
す
い
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
消
費
者
保

護
の
た
め
、
い
く
つ
か
の
法
律
に
よ
る
規

制
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

◦
法
定
の
契
約
書
の
交
付
義
務

◦
８
日
以
内
の
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

◦
事
例
の
よ
う
な
強
引
な
勧
誘
や
誤
解
を

生
む
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
を
信
じ
て
契
約
し

た
場
合
の
取
り
消
し
制
度

【
対
策
】
サ
ー
ビ
ス
途
中
で
の
解
約
制

度
が
あ
り
、
指
定
さ
れ
た
解
約
料
を
支

払
っ
て
解
約
で
き
ま
す
。
解
約
し
た
時
点

で
残
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
代
金
の
10
～
20

パ
ー
セ
ン
ト
、
も
し
く
は
２
万
円
（
家
庭

教
師
と
外
国
語
教
室
は
５
万
円
）
の
低
い

金
額
が
解
約
料
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
教
材
や
化
粧
品
な
ど
サ
ー

ビ
ス
で
利
用
し
た
関
連
商
品
は
、
消
費
し

た
も
の
を
除
き
解
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
精
算
に
関
す
る
細
か
な
指
定
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
交
渉
が
必
要
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

※
次
の
も
の
は
指
定
外
の
行
為
と
な
り
法

律
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

◦
即
日
手
術
や
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
な
い
美
容

医
療
、
育
毛
サ
ー
ビ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム

ご
不
明
な
点
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
消
費
生
活
相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

平
日
８
時
30
分

～
16
時
30
分（
☎
２
３・１
１
８
３
）

76

無む
ざ
ん惨
や
な
伐き

ら
れ
し
藤
の
房
美は

し
き

　
　
　
　
　
　
　 

　
　
堤
　
多
鶴
子

恋
猫
の
声
よ
り
太
し
払
ふ
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
美
恵
子

百
万
本
菜
の
花
化
し
て
蝶
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
原
篤
子

杣
山
に
着
け
ば
鶯
ほ
し
い
ま
ま
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
ト
シ
子

ひ
な
か
ざ
る
館
の
庭
や
連
理
の
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
牛
島
　
景
子

八
女
紫
苑
句
会

会
話
な
く
昏く

れ
て
ゆ
く
日
を
湯
に
浸
り

　
　
く
り
返
し
言
ふ
早
口
こ
と
ば
　 

樋
口    

洋
子

鶯
の
一
声
ご
と
に
竹
の
子
の

　
　
落
葉
持
ち
上
げ
穂
先
耀
く
　
　
石
川    

照
朗

星
野
川
を
上
り
て
北
川
内
の
公
園
に

　   

ダ
ニ
エ
ル
・
イ
ノ
ウ
エ
氏
の
胸
像
は
建
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

甲
斐
田
絹
代

を
ち
こ
ち
の
孫
に
送
ら
む
い
ち
ご
箱

　
　
荷
造
り
し
つ
つ
思
い
よ
届
け  

　
立
野
　
比
文

口
元
を
マ
ス
ク
に
覆
ひ
会
話
す
る

　
　
心
の
半
分
か
く
し
あ
へ
た
り
　  

古
賀    

燿
子

八
女
堺
屋
短
歌
会

14

ご意見記入欄　　　（八女市広報R3.5.1）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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ａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します146

ぜひ「がのちゃん」と呼んでください！
今後、テレワーカーの養成講座なども
開催予定です。八女のために何かした
い、情報が知りたいなど、気軽にお問
い合わせください。
【問い合わせ】　
◦☎ 050・3188・5382（鶴ヶ野）
◦Q tsurugano@awae.co.jp
◦facebookアカウント
　@awae.yame.nannsennsou

　

黒
木
町
に
あ
る
八
女
市
地
域
し
ご
と

づ
く
り
拠
点
施
設
「
南
仙
荘
」を
八
女

オ
フ
ィ
ス
と
し
、株
式
会
社
あ
わ
え
か

ら
常
駐
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
鶴
ヶ
野
さ

ん
。
地
域
と
企
業
を
つ
な
げ
、課
題
解

決
を
目
指
し
ま
す
。

「
鹿
児
島
に
あ
る
実
家
が
温
泉
民
宿
を

営
ん
で
お
り
、地
元
の
良
質
な
お
湯
が

全
国
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
も
っ
た

い
な
い
と
い
う
意
識
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
想
い
な
ど
も
あ
り
、地
方

を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
生
涯
を
通
し

て
や
り
た
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。あ

わ
え
は
地
方
創
生
に
力
を
入
れ
て
お

り
、自
治
体
と
企
業
を
結
び
つ
け
課
題

を
解
決
し
て
い
ま
す
。自
分
の
や
り
た

い
こ
と
に
近
か
っ
た
こ
と
が
、こ
の
八

女
オ
フ
ィ
ス
で
働
く
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。

　
南
仙
荘
で
は
、サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
誘
致
や
起
業
者
支
援
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。地
域
の
課
題
に
対
し
て
企

業
を
結
び
付
け
、ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
す

仲
介
を
し
た
り
、八
女
の
た
め
に
行
動

し
た
い
と
い
う
人
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト

や
話
し
合
い
の
場
を
設
け
た
り
し
て
い

ま
す
。こ
れ
ま
で
情
報
を
共
有
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
を
数
回
実
施
し
、お
茶
農
家

と
Ｉ
Ｔ
関
連
の
企
業
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し

て
、実
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
仕
事
を
進
め
る
中
で
、人
と
接
す
る

機
会
が
多
く
、以
前
働
い
て
い
た
旅
行

会
社
で
の
経
験
が
役
立
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。相
手
の
話
を
聞
く
こ
と
は
楽

し
く
、私
自
身
の
知
的
好
奇
心
を
刺
激

さ
れ
る
こ
と
が
や
り
が
い
の
一つ
で
す
。

　
八
女
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

り
ま
す
が
、熱
意
の
あ
る
方
が
多
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。南
仙
荘
を
拠
点
に
、

企
業
と
一
緒
に
地
域
を
つ
く
り
あ
げ
て

い
く『
共
創
』が
で
き
た
ら
嬉
し
い
で

す
。そ
の
た
め
に
も
、テ
ー
マ
に
沿
っ
た

情
報
共
有
の
場
や
い
ろ
ん
な
ひ
と
・
こ

と
・
も
の
が
集
ま
る
場
と
し
て
、気
軽

に
立
ち
寄
れ
る
賑
わ
い
の
場
所
に
し
て

い
き
た
い
で
す
」

株
式
会
社
あ
わ
え 

八
女
オ
フ
ィ
ス   

鶴つ
る

ヶが

野の 

優
希 

さ
ん

ひ
と
・
こ
と
・
も
の
で
賑
わ
う
場
所
を
つ
く
り
た
い

Y

撮影時のみマスクを外していただきました。

図書館の休館日
3月

✿3月の館内整理日は27日㈮✿

《黒木分館の休館日》※火曜、祝･休日、館内整理日
3㈫、10㈫、17㈫、20㈷、24㈫、27㈮、31㈫

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝･休日、館内整理日
2㈪、9㈪、16㈪、20㈷、23㈪、27㈮、30㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
2㈪、9㈪、16㈪、23㈪、27㈮、30㈪

５月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp
Twitter　　    @yame_library

図書館の休館日
5月

✿5月の館内整理日は28日㈮✿

《黒木分館の休館日》※火曜、祝 ･ 休日、館内整理日
4㈫、5㈷、11㈫、１8㈫、25㈫、28㈮

※新型コロナウイルス感染症対策により急遽変更する場合があります。

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝 ･ 休日、館内整理日
3㈪、4㈷、5㈷、10㈪、17㈪、24㈪、28㈮、31㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
3㈪、10㈪、17㈪、24㈪、28㈮、31㈪

八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp
Twitter　　    @yame_library

「
Ｂ
О
О
Ｋ
で
ビ
ン
ゴ
！
」

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
本
を
借
り

る
と
ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド
に
ス
タ

ン
プ
が
も
ら
え
る
よ
。
ス
タ

ン
プ
が
1
列
に
並
ん
だ
ら

シ
ー
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。い
っ

ぱ
い
読
ん
で
シ
ー
ル
を
集
め

よ
う
！

「
春
の
わ
く
わ
く
あ
か
ち
ゃ

ん
お
は
な
し
会
」（乳
幼
児
対
象
）

◦
日
時
＝
5
月
２
日
㈰
・

11
時
～
（
２０
分
程
度
）

◦
定
員
＝
５
組
（
要
事
前

申
込
）

こ
の
ほ
か
「
こ
ど
も
の
日
フ
ォ

ト
ブ
ー
ス
」（
本
館
の
み
）
な

ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
盛
り

だ
く
さ
ん
で
皆
さ
ん
の
ご
来

館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

空
調
換
気
設
備
や
自
動

検
温
器
、
図
書
除
菌
機
、

利
用
者
用
モ
ニ
タ
ー
な
ど
を

設
置
し
て
、
よ
り
安
心
し
て

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
感

染
症
対
策
を
徹
底
し
て
い

ま
す
。

幼児～小学生の皆さん対象です♪

★本館＝1日、8日、15日、22日、29日
※いずれも土曜日14時～
　おはなしコーナー
★黒木分館＝1日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

♥5月のあかちゃんおはなし会♥

0～2歳くらいのお子さんが対
象です♪
♥本館＝2日㈰、15日㈯11時～
　２階研修室
♥黒木分館＝22日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

★５月のおはなし会★ こ
ど
も
の
読
書
週
間

　
４
月
23
日
～
５
月
12
日

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
徹
底
し
て
い

ま
す

白鳥とコウモリ 東野圭吾 著

違法駐車されていたセダンの
後部座席から男性の遺体が発
見された。名刺などから、弁護
士であることが判明し…。
東野圭吾版『罪と罰』！

新 介紹刊

（講談社）



162021.5.1  広報八女

　
耳
学
歴
史
散
歩
⑥
で
述
べ
た
北ほ
く
ぜ
い
ぎ
じ
ゅ
く

汭
義
塾

の
跡
は
、
私
の
家
か
ら
１
５
０
メ
ー
ト

ル
程
東
に
あ
る
。
米
国
の
馬ポ
テ
ト
キ
ン
グ

鈴
薯
王
、

牛う
し
じ
ま
き
ん
じ

島
謹
爾
の
成
功
談
は
近
郷
在
住
の
青
少

年
の
夢
と
冒
険
心
を
か
き
た
て
た
。
私
の

父
、
虎
之
助
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
移
住
を
希
望
す
る
も
、
当
時

ア
メ
リ
カ
で
は
移
民
法
を
新
た
に
設
け
、

日
本
人
の
移
民
を
拒
絶
し
て
い
た
。
そ
こ

で
、
１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
、
二
十
歳
の

時
、
契
約
移
民
の
募
集
に
応
募
し
、
未
知

の
国
南
米
ペ
ル
ー
へ
貨
物
船
で
出
航
。
寄

港
を
重
ね
つ
つ
75
日
後
に
ペ
ル
ー
に
到
着

し
、
ロ
ー
マ
ロ
ー
マ
高
地
の
鉱
山
で
働
い
た
。

仕
事
は
著
し
く
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
。
違
約

金
を
支
払
い
契
約
を
解
除
、
ペ
ル
ー
を
出

国
す
る
。

　
そ
の
後
、
姉
が
い
る
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
へ
向
か
う
た
め
、
旅
先
で
仕
事
を
し

な
が
ら
旅
費
を
稼
ぎ
つ
つ
、
ア
ン
デ
ス
か
ら

エ
ク
ア
ド
ル
、
さ
ら
に
中
南
米
諸
国
か
ら
メ

キ
シ
コ
を
越
え
る
徒
歩
で
の
縦
走
は
過
酷

を
極
め
た
。
荒
野
を
越
え
、
砂
漠
で
の
迷

走
と
飢
餓
、
コ
ロ
ラ
ド
川
を
泳
い
で
渡
河
、

サ
ソ
リ
、
ガ
ラ
ガ
ラ
ヘ
ビ
、
コ
ヨ
ー
テ
を
は

じ
め
と
す
る
野
生
動
物
の
脅
威
、
マ
ラ
リ

ア
の
悪
寒
、
仲
間
の
死
、
盗
賊
・
山
賊
の

急
襲
、ヤ
キ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
の
遭
遇
な
ど
、

数
年
に
及
ぶ
旅
の
中
で
の
数
々
の
体
験
の

後
、
コ
ロ
ラ
ド
か
ら
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
近
郊
の

農
場
に
落
ち
着
い
た
。
年
に
１
回
の
ク
リ

ス
マ
ス
だ
け
の
休
日
、
１
日
14
～
15
時
間

の
労
働
な
ど
、
移
民
開
拓
者
た
ち
の
多
く

が
そ
う
だ
っ
た
。
当
時
、
ス
タ
ク
ト
ン
に
住

む
日
本
人
協
会
長
の
牛
島
謹
爾
に
も
面
会

し
て
い
る
。
彼
は
日
系
移
民
に
と
っ
て
ヒ
ー

ロ
ー
で
あ
っ
た
。
父
は
そ
の
後
、
１
９
３
２

（
昭
和
7
）
年
に
帰
国
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
一
例
で
あ
る
が
、
特
に
ブ
ラ
ジ
ル
、

ボ
リ
ビ
ア
な
ど
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
斧
や
鍬
で

入
っ
た
開
拓
者
た
ち
の
生
活
は
筆
舌
に
尽

く
せ
ぬ
辛
苦
を
味
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
海
外
移
民
は
福
岡
県
の
中
で
も
旧
八

女
郡
の
奥
八
女
出
身
者
が
特
に
多
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

　
明
治
の
維
新
政
府
は
、
国
の
近
代
化
の

た
め
、
富
国
強
兵
・
殖
産
興
業
を
国
策
の

柱
と
し
た
。

　
川
崎
区
山
内
は
中
世
か
ら
近
世
に
か
け

て
、
犬
尾
城
主
川
崎
氏
４
０
０
年
に
わ
た

る
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
。
交
通
の
要
所

で
あ
り
、
政
治・経
済・文
化
の
中
心
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
幕
末
か
ら
近
代
に
は
、
医
者
・

教
育
家
・
学
者
・
豪
商
な
ど
を
輩
出
。
上

妻
・
下
妻
郡
で
唯
一
の
上
妻
・
下
妻
共
立

山
内
中
学
校
（
現
山
ノ
井
公
園
）
が
あ
り
、

牛
島
謹
爾
も
こ
こ
を
卒
業
し
て
い
る
。
古

賀
辰
四
郎
は
こ
の
よ
う
に
活
気
あ
る
町
に

生
ま
れ
育
っ
た
。
中
学
校
か
ら
２
０
０
メ
ー

ト
ル
程
西
に
行
っ
た
道
路
際
に
彼
の
生
家

は
あ
っ
た
。

　
明
治
政
府
に
よ
る
琉
球
王
国
統
合
の
沖

縄
処
分
の
動
乱
期
、
１
８
７
９
（
明
治
12
）

年
、
23
歳
の
時
、
辰
四
郎
は
寄き
り
ゅ
う留

茶
商
人

と
し
て
沖
縄
に
渡
っ
た
。
殖
産
興
業
の
機

を
伺
い
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
目
を
つ
け
、

企
業
化
を
試
み
た
。

　
貝
殻
ボ
タ
ン
の
製
造
な
ど
で
少
し
ず
つ

財
を
な
し
、
八
重
山
に
支
店
を
設
け
、
沖

縄
周
辺
の
無
人
島
、
孤
島
を
探
検
し
た
。

東
は
大
東
島
、
南
は
尖
閣
諸
島
ま
で
足
を

伸
ば
し
、
島
を
探
検
・
調
査
を
行
っ
た
。

そ
し
て
、
国
に
島
の
借
地
を
請
願
し
、
１

８
９
６
（
明
治
29
）
年
、
30
年
間
の
無
償

貸
与
を
受
け
て
、
尖
閣
諸
島
の
開
発
を
手

掛
け
て
い
る
。

　
１
９
０
９
（
明
治
42
）
年
の
移
住
定
着

は
99
戸
の
２
４
８
人
で
あ
る
。
島
で
は
、

魚
介
類
の
海
産
物
加
工
（
フ
カ
ヒ
レ
、
か

つ
お
節
）、
べ
っ
甲
・
貝
殻
の
採
集
、
養
蚕
、

植
林
、
牧
畜
、
か
ん
き
つ
栽
培
、
リ
ン
鉱

石
の
採
掘
、
天
然
真
珠
採
集
、
分
蜜
糖
、

鳥
毛
採
取
等
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　
彼
の
生
産
加
工
販
売
の
経
済
活
動
は
、

沖
縄
の
経
済
活
動
に
活
性
化
を
も
た
ら
し

た
。
そ
の
殖
産
興
業
の
お
手
本
の
よ
う
な

辰
四
郎
の
努
力
と
功
績
は
、
大
い
に
評
価

さ
れ
、
国
か
ら
沖
縄
で
二
番
目
の
藍
綬
褒

章
の
授
与
も
な
さ
れ
て
い
る
。

　
八
女
市
出
身
の
辰
四
郎
が
開
発
し
た
尖

閣
諸
島
は
、
嗣
子
の
古
賀
善
次
に
払
い
下

げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
島
々
が
日
本
固
有
の

領
土
と
さ
れ
る
の
も
古
賀
辰
四
郎
の
開
発

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
　
　
　
　
　
　
野
中
鐵
也
（
上
陽
町
）

南
海
の
無
人
島
の
探
検
、

尖
閣
諸
島
の
開
発
者

　
古
賀
辰
四
郎
（
山
内
出
身
）

⑦
「
み
み
が
く 

れ
き
し
さ
ん
ぽ
」

※
題
字
、
挿
絵
は
野
中
さ
ん

海
外
移
民
、
そ
の
開
拓
者
た
ち
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＝愛樹のこころを伝える＝
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
世
界
子
ど
も
愛
樹
祭
コ
ン

ク
ー
ル
・
コ
ス
モ
ネ
ッ
ト
主
催
に
よ
る
「
世

界
子
ど
も
愛
樹
祭
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
第
30
回

を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
は
国
内
外
か
ら
総
数

１
１
４
２
点
（
詩
・
作
文
部
門
＝
１
５
９
点
、

絵
画
部
門
＝
８
０
２
点
、
木
ハ
ガ
キ
部
門
＝
１

８
１
点
）
の
応
募
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
海
外

か
ら
は
63
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
状
況
の
中
変
わ
ら
ず
応
募
い
た
だ
き
、

海
外
か
ら
も
多
数
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
授
賞
式
が
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
「
杣
の
ふ
る
さ
と
文
化
館
」
に
は
歴

代
の
応
募
作
品
が
全
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
応
募
作
品
と
と
も
に
ぜ
ひ
観
賞
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◎
入
賞
結
果(
市
内
の
入
賞
者
の
み・敬
称
略・

学
年
は
３
月
末
現
在
）

《
森
の
大
賞
》

●
文
部
科
学
大
臣
賞　

木
田
千
尋
（
清
流
学

園
９
年
）「
大
杣
公
園
を
囲
む
木
々
」

《
県
・
み
ど
り
の
賞
》

●
福
岡
県
知
事
賞　

高
山
琴
羽
（
清
流
学
園

７
年
）「
私
が
自
然
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

《
市
・
み
ど
り
の
賞
》

●
八
女
市
長
賞　

砂
川
浄
（
清
流
学
園
９
年
）

「
ぼ
く
の
夢
」

●
八
女
市
議
会
議
長
賞　

小
野
彩
葉
（
立
花

中
３
年
）「
自
然
と
生
き
る
」

●
安
部
龍
太
郎
賞　

姫
野
空
花
（
見
崎
中
１

年
）「
森
と
生
き
て
い
く
た
め
に
」

●
椎
窓
猛
賞　

入
部
泰
誠
（
清
流
学
園
８
年
）

「
森
林
に
関
わ
る
」

●
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
組
合
長
賞　

野
中
清

花（
立
花
中
３
年
）「
念

願
叶
っ
た
お
茶
摘
み
」

●
Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送

賞　

栗
原
光
葉
（
清

流
学
園
９
年
）「
自
然

が
あ
ふ
れ
る
世
界
に

し
た
い
」

●
九
州
朝
日
放
送
賞

　

濱
崎
莉
子
（
立
花

中
３
年
）「
自
然
あ
ふ

れ
る
季
節
の
中
で
」

●
テ
レ
ビ
西
日
本
賞

　

小
松
塑
世
己
（
見

崎
中
１
年
）「
森
林
の

た
め
、
未
来
の
た
め
に
」

●
Ｆ
Ｂ
Ｓ
福
岡
放
送
賞　

森
山
宙
（
清
流
学

園
８
年
）「
木
々
の
役
割
」

●
西
日
本
新
聞
社
賞　

川
口
芽
生
（
見
崎
中

１
年
）「
減
少
す
る
木
」

●
朝
日
新
聞
社
賞　

田
代
羽
奈
（
川
崎
小
５

年
）「
か
え
で
」

●
毎
日
新
聞
社
賞　

横
溝
杏
（
清
流
学
園
９

年
）「
身
近
な
木
」

《
市
・
み
ど
り
の
賞
》

●
八
女
市
長
賞　

栗
原
遥
希
（
長
峰
小
３
年
）

●
八
女
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞　

中
島
銀

侍
郎
（
矢
部
保
育
園
６
歳
）

●
安
部
龍
太
郎
賞　

中
村
杏（
長
峰
小
５
年
）

●
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
組
合
長
賞　

栗
原
心

遥
（
清
流
学
園
３
年
）

●
Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
賞　

吉
開
仁
瑚
（
矢
部

保
育
園
５
歳
）

●
テ
レ
ビ
西
日
本
賞　

倉
ノ
下
琴
香
（
黒
木

西
小
２
年
）

●
ジ
ャ
ン
ヌ
マ
リ
ー
賞　

横
溝
杏
樹
（
岡
山

小
１
年
）

●
さ
く
ら
賞　

橋
本
ひ
な
（
筑
南
小
３
年
）

《
市
・
み
ど
り
の
賞
》

●
八
女
市
長
賞　

小
波
航
太
朗
（
八
女
農
業

高
１
年
）

●
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
組
合
長
賞　

山
下
優

人
（
八
女
農
業
高
１
年
）

第30回

【
詩
・
作
文
の
部
】

【
木
は
が
き
の
部
・
16
歳
以
上
の
部
】

【
絵
画
の
部
】

八
女
市
長
賞　

栗
原
遥
希
（
長
峰
小
３
年
）

八
女
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞　

中
島
銀
侍
郎
（
矢
部
保
育
園
６
歳
）



182021.5.1  広報八女

まちのわだいＴＯＰＩＣＳ
※新型コロナウイルス感染防止に努めながら、写真撮影をしています。

　4 月7日㈬、福岡県トラック協会筑後支部八女分会
（有馬浩一会長）から、横断旗 100 本が贈られました。
贈られた横断旗には八女市のキャラクターみどりちゃ
んがプリントされており、市内の小学校 13 校と義務教
育学校 2 校に配布されます。有馬会長は「昨年度は
事故件数が減ったので、この傾向を維持していきたい。
交通事故減につながるよう活用していただきたい」と
話されました。ドライバーの皆さんも、安全運転の心
がけをより一層お願いします。

児童の登下校の安全を願って
　新茶シーズンの到来を告げる「新茶祈願祭」が 4
月9日㈮、八女中央大茶園の五社神で行われました。
これは豊作や作業の安全を祈願し、毎年厳粛に執り行
われる神事で、新型コロナ感染症感染拡大防止のため、
今回は規模を縮小しての開催となりました。
　今年は天候も最適で、高品質で美味しい八女茶が
期待できるとのこと。新型コロナ感染症予防のため自
宅で過ごす時間が増えたこんな時こそ、急須で淹れた
八女のお茶をゆっくりと楽しむのはいかがでしょうか。

新茶の良好な育成を祈願して

　4 月12 日㈪、JA 全農
ふくれん茶取引センター
で、令和３年度新茶の初
入札会が行われ、県内の
茶商や卸業者など約 30
社が参加しました。
　参加した茶商らは、外
観・水色・香り・味を基
準に、出品された茶葉１
点１点を五感を研ぎ澄ま
せ吟味し、入札を行いま
した。
　今年の初入札会では、昨年を大きく上回る 265 点、
8734・5㎏が取引され、最高値は 1㎏当たり10 万 88
円の値が付きました。平均価格は 6,448 円と昨年を下
回ったものの、取引量が昨年の約４倍近くに達したた
めで、総合的にはレベルの高い茶葉が出そろったとの
ことでした。

品質の高い茶ができました

4 月 2 日㈮に行われた「第 37
回福岡県八女茶手揉み競技大
会（今年度は関係者のみで実施・
非公開）」の優勝チームの手揉
み茶葉も出品され、最高値をつ
けました。
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令
和
３
年
度
の
八
女
市
担
当
の
行
政
相

談
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま

す
（
敬
称
略
）。

●
塩し

お
つ
か塚 

光み
つ
の
り徳(

八
女
地
区
）
※
再
委
嘱

●
井い
の
う
え上 

壽ひ
さ
よ代(

上
陽
地
区
）
※
再
委
嘱

●
仁に
た
ば
る
田
原 

陽よ
う
こ子
（
黒
木
地
区
）
※
新
委
嘱

●
櫻さ
く
ら
だ田 

順じ
ゅ
ん
こ子
（
立
花
地
区
）
※
新
委
嘱

●
江え

だ田 

伸し
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
（
矢
部
地
区
）
※
再
委
嘱

●
江え
が
し
ら頭 

弘ひ
ろ
ゆ
き之

（
星
野
地
区
）
※
新
委
嘱

の
６
人
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
社
会
的
な
信
望
が

あ
り
、
行
政
運
営
の
改
善
に
つ
い
て
理
解
と

熱
意
を
有
す
る
人
の
中
か
ら
総
務
大
臣
が

委
嘱
す
る
も
の
で
す
。

　

地
域
で
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手

と
し
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
や

行
政
の
仕
組
み
や
手
続
き
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係

機
関
へ
の
通
知
な
ど
の
仕
事
を
無
報
酬
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
日
時
お
よ
び
場
所
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
F
M
お
知
ら
せ
放
送
で

案
内
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
を

紹
介
し
ま
す

　3 月 25 日㈭に、第 21
回２1世紀・青少年チャレ
ンジウォークが開催され、
市内の小学 4 年生から中
学 3 年生までの子どもた
ち 41人が参加しました。
　星野支所を出発し、元
横山小学校で昼食をとり、
春の山公園、中原を経由
した後、立花支所までの
約 35㎞をみんなで頑張っ
て歩きました。
　例年とは違い、新型コ
ロナウイルス感染拡大防
止のため、宿泊を伴わな
い１日のみで開催となりましたが、みんなで励ましあい
ながら歩きました。
　天気も良く、沿道に咲く桜や菜の花を見ながら、ふ
るさと八女の素晴らしい自然を満喫しました。コース上
に設定された課題をみんなで協力して取り組みながら
学校や学年の垣根をこえて交流を深めることができま
した。

星野から立花まで、35㎞を完歩
　県立八女高等学校男子剣道部が、第 30 回全国高等
学校剣道選抜大会に出場することで、八女市在住の溝
田要

よ う た

太さん（黒木中出身）、馬場壮
そうだい

大さん（黒木中出身）、
大塚明

あきひろ

寛さん（上陽北汭学園出身）が市長を表敬訪
問しました。３人は「チーム一丸となって優勝を目指し
たい」と、市長は「さらに力をつけて頑張っていただ
きたい。また、仲間との絆を大切にしてもらいたい」と
激励しました。

八女高校剣道部が全国大会出場

　4 月8日㈭、八女市の小学
校・義務教育学校において、
入学式が行われました。福島
小には、61 人が入学。担任
の先生や友達、ランドセルな
ど何もかもが新しい環境に新
1年生は、期待と不安が入り
交じっているようでした。入
学式は、マスク着用など感染
症への対策を講じ、30 分以
内で簡略化して行われました。

入学おめでとう ピカピカの 1 年生
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　平成21年６月１日から福岡県内のすべての住宅
に住宅用火災警報器の設置が義務付けられ、今年
で12年が経過します。当消防本部では、毎年、住
宅用火災警報器の設置・点検・交換状況について、
アンケートを実施して普及啓発を行っていますが、
設置してからの点検や交換をしていない家庭が多く
みられます。火災から
大切な命や財産を守る
ため、住宅用火災警報
器の設置・点検・交換
を実施してください。
※住宅用火災警報器は、
古くなると電子部品の寿
命や電池切れなどで火
災を検知しなくなること
がありますので、機器本
体を取り替えましょう。

特別展示
逝く日のために われらは 生きる
－追悼 杉本章子－

杉本章子プロフィール

　1979 年に作家としてデビュ―し、時代に翻弄されながらも絵で生きる浮世絵師を描いた『東京新大橋雨中図』で直
木賞受賞。生涯を通してこだわった江戸時代のリアリティーあふれる世界観が評価された作品となりました。
　今回は、杉本文学の特徴である江戸時代の風俗を細かく表現した著作本をはじめ、直木賞受賞時の記念品である銀
時計や写真等を公開します。また、晩年は乳がんを患いながらも積極的な治療は受けず、小説家として生き抜くことを
決意し、執筆活動を続けた経過をパネルで紹介します。本人の遺言により「故郷八女市」へ寄贈された生原稿を初公
開します。この原稿は、最終章が書かれることなく刊行された『カナリア恋唄』の続編原稿でした。序盤は丁寧に鉛筆
書きされていますが徐 に々筆跡が乱れ、最後は走り書きのように文字が流れています。杉本章子が世を去ってから5 年。
小説家として全うした歩みと生きた証を展示を通して感じていただけると幸いです。

　江戸時代を中心に歴史時代小説を手がけた
八女市出身の直木賞受賞作家、杉本章子さん
の未完小説『カナリア恋唄』最終章の未発表原
稿六枚を初公開します。この原稿は、杉本さん
が亡くなられた後に、相続代理人の鬼塚修さん
（福岡市）から八女市へ寄贈いただいたものです。
今回の企画展開催にあたり資料整理をして遺作
単行本の続編原稿であることが判明しました。

◦期日＝4 月29日㈷～ 6 月30日㈬
月曜休館（5 月3日は開館）
※企画展後の展示替えに伴う休館 5 月31日～ 6 月11日
◦場所＝八女市田崎廣助美術館特設コーナー
◦問い合わせ＝同館（☎ 24・8304）
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため会期等が変
更となる場合があります。

　昭和28（1953）年、福岡県八女郡福島町生まれ。八女
市立三河小学校、八女市立南中学校、福岡海星女子学
院高校を経て、ノートルダム清心女子大学卒。金城学
院大学大学院修士課程修了。昭和54（1979）年、「男の
軌跡」でデビューし、平成元（1989）年「東京新大橋雨
中図」で第100回直木賞を受賞。同6（1994）年、福岡県
文化賞受賞。同14（2002）年、初のシリーズものとなる

「おすず―信太郎人情始末帖」で中山義秀文学賞を受
賞。「カナリア恋唄」（平成28（2016）年2月講談社）が遺作となった。享年62。

住宅用火災警報の設置・点検・交換を！
八女消防本部（☎ 24・1119）

▲絶筆原稿（八女市所蔵）

未完小説の最終章の絶筆原稿を公開
直木賞作家 杉本章子

春の古代体験まつり

八女市岩戸山歴史文化交流館
「いわいの郷」体験イベント

◦体験メニュー
【5月3日㈷】・勾玉づくり（200 円）・弓矢体験（100 円）
【5月4日㈷】・石包丁づくり（350円）・火おこし体験（100円）
【5月5日㈷】・銅鏡づくり（500 円）・弓矢体験（100 円）
※荒天時中止
◦時間＝午前の部 10 時～ 12 時／午後の部 13 時 30 分
～ 15 時 30 分
◦会場＝岩戸山歴史文化交流館「いわいの郷」 
◦対象者＝どなたでも（小学３年生以下は保護者同伴）
◦定員＝各回10 人（先着順） 
◦申込＝電話またはファクス（月曜日は休館） 
※詳細は問い合わせください。
◦申込・問い合わせ＝岩戸山歴史文化交流館「いわいの郷」

（☎ 24・3200 ／o24・3210）

入館無料
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◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
多
世
代

交
流
館
「
共
生
の
森
」（
☎
２
２・

２
２
５
７
）

　

緑
が
美
し
い
季
節
、
星
野
村
・

茶
の
文
化
館
で
茶
摘
み
や
闘
茶

会
・
抹
茶
ひ
き
体
験
な
ど
お
茶

の
体
験
が
楽
し
め
ま
す
。

◦
八
十
八
夜
茶
摘
み
体
験
（
参

加
費
５
０
０
円
）
※
雨
天
中
止

５
月
１
日
㈯
10
時
～
15
時

◦
闘
茶
会
（
参
加
費
８
０
０
円
）

５
月
２
日
㈰
～
４
日
㈫

①
10
時
②
11
時
③
13
時
④
14
時

⑤
15
時

◦
石
臼
抹
茶
ひ
き
体
験

５
月
２
日
㈰
～
４
日
㈫
10
時
～

10
時
30
分

◦
会
場
＝
茶
の
文
化
館（
☎
５
２・

３
０
０
３
）

◦
場
所
＝
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
本

店
別
館
会
議
室
（
八
女
市
本
村

4
２
２
）
※
八
女
市
福
島
中
学

校
グ
ラ
ン
ド
南
側

◦
内
容
＝
①
農
業
次
世
代
人
材

投
資
事
業
に
つ
い
て
②
農
業
研

修
に
つ
い
て
③
農
業
経
営
収
支

に
つ
い
て
④
農
業
研
修
生
か
ら
の

体
験
談
⑤
個
別
相
談

◦
申
込
期
限
＝
５
月
18
日
㈫

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｊ
Ａ
ふ

く
お
か
八
女
農
業
振
興
課
荒
巻

さ
ん
（
☎
２
３
・
１
３
７
８
）

◦
日
時
＝
６
月
23
日
㈬
９
時
30

分
～
11
時
30
分
受
付

◦
会
場
＝
黒
木
支
所

◦
相
談
内
容
＝
補
装
具
の
支
給
・

修
理
の
相
談
（
視
覚
、
聴
覚
、

内
部
障
が
い
者
の
相
談
は
行
い

ま
せ
ん
）

◦
受
付
＝
５
月
31
日
㈪
ま
で
に

福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
※
予
約
制

◦
持
参
す
る
も
の
＝
①
印
鑑
②

身
体
障
害
者
手
帳
③
補
装
具
の

再
支
給
や
修
理
希
望
者
は
前
回

支
給
の
補
装
具
※
身
体
障
害
者

手
帳
の
診
断
書
作
成
は
行
い
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
障
が
い

者
福
祉
係
（
☎
２
３・１
３
３
５
）

※
ご
来
館
の
際
は
マ
ス
ク
を
着
用

く
だ
さ
い
。

※
混
雑
時
は
入
場
制
限
を
行
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

山
下
さ
ん
は
、
八
女
市
出
身

の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
で

す
。
エ
ア
ー
ブ
ラ
シ
技
法
・
絵
具

技
法
の
表
現
で
描
か
れ
て
お
り
、

そ
の
世
界
観
は
ま
る
で
絵
の
中

か
ら
音
楽
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う

で
す
。
数
多
く
あ
る
作
品
の
中

か
ら
、
明
る
く
陽
気
な
作
品
60

点
以
上
を
集
め
て
展
示
し
ま
す
。

◦
５
月
15
日
㈯
～
５
月
30
日
㈰

９
時
～
17
時
（
最
終
日
は
16
時

ま
で
）
月
曜
休
館

◦
入
場
料
＝
無
料

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
伝

統
工
芸
館
（
☎
２
２
・３
１
３
１
）

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
の

荷
台
で
販
売
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
、
ご
来
訪
の
際
は
マ
ス
ク

を
着
用
く
だ
さ
い
。
入
場
制
限

を
行
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
5
月
9
日
㈰
９
時
～

12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場	

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員

会
事
務
局
（
☎
２
２・３
１
３
１
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
5
月
9
日
㈰
７
時
30

分
、
旧
北
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
集
合
（
約
２
時
間
）

◦
コ
ー
ス
＝
男
ノ
子
不
動
の
滝

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん
（
☎

０
８
０
・
４
２
７
２
・
９
０
７
２
）

　

八
女
地
域
（
八
女
市
・
筑
後

市
・
広
川
町
）
で
就
農
を
考
え

て
い
る
人
を
対
象
に
開
催
し
ま

す
。
当
日
は
、
管
内
関
係
機
関

の
担
当
者
が
、
研
修
か
ら
就
農

ま
で
に
必
要
な
事
項
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
ご
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

八
女
地
域
の
農
業
に
関
心
が
あ

れ
ば
、
研
修
・
就
農
し
た
い
人
や

将
来
農
業
を
し
た
い
と
考
え
て
い

る
人
、
情
報
収
集
を
し
た
い
と
い

う
人
も
歓
迎
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
５
月
23
日
㈰
10
時
～

　

丸
め
た
り
、
ち
ぎ
っ
た
り
、
目

や
背
ビ
レ
も
付
け
て
本
格
的
な

「
わ
に
」
を
作
り
ま
す
。
子
ど
も

と
大
人
が
一
緒
に
楽
し
め
て
お
散

歩
で
き
る
「
わ
に
」
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

◦
日
時
＝
５
月
８
日
㈯
・
22
日

㈯13
時
30
分
～
15
時
30
分

◦
定
員
＝
各
６
組

◦
参
加
費
＝
無
料
（
要
申
込
み
）

ぺ
ド
ロ
山
下
展
「
音
楽
の
あ

る
風
景
」

新
聞
紙
で
「
わ
に
」
を
作
ろ

う
！ お

知知
ら
せ

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

Ｇ
Ｗ
新
茶
フェ
ア

八
女
軽
ト
ラ
市

5 月 5 日㈷に予定していた「山
内花火大会」は、新型コロナ
ウイルス感染防止のため中止
します。皆さまのご理解をよ
ろしくお願いします。

（山内花火実行委員会）

山内花火大会中止の
お知らせ も

よ
お
し

も
よ
お
し

掲載している催し等は、新型
コロナウイルス感染症の感染
拡大を防止するため、中止に
なることも想定されます。市の
催しについては八女市ホーム
ページで確認、そのほかにつ
いては問い合わせ先にお問い
合わせください。

相
　
談

相
　
談

農
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
「
就
農
相

談
会
」

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談
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盲
ろ
う
者
（
視
覚
と
聴
覚
お

よ
び
音
声
ま
た
は
言
語
機
能
障

害
を
重
複
し
て
持
つ
障
が
い
者
）

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
移
動

支
援
の
た
め
の
通
訳
介
助
員
を

養
成
す
る
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。

◦
開
催
日
時
＝
６
月
６
・
12
・

20
・
27
日
、
7
月
4
・
11
・
25
日
、

８
月
８
・
22
日
（
計
９
回
）

◦
時
間
＝
10
時
～
16
時

◦
会
場
＝
福
岡
県
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内

研
修
室
）
福
岡
県
春
日
市
原
町

３
ー
１
ー
７

◦
募
集
人
員
＝
20
人
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

◦
受
講
対
象
者
＝
①
７
回
以
上

の
受
講
が
可
能
で
受
講
終
了
後
、

通
訳
介
助
員
と
し
て
福
岡
県
盲

ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
派
遣
事

業
に
登
録
し
活
動
が
で
き
る
人

②
福
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
が
受
講
対
象
と
し
て
認
め
た

者
な
ら
び
に
手
話
・
点
訳
・
朗

読
お
よ
び
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
等
に

従
事
し
て
い
る
人

◦
受
講
料
＝
無
料

◦
申
込・問
い
合
わ
せ
＝
（
公
財
）

福
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・
６
０
６

７
／
O
０
９
２
・
５
８
４
・
６
０

７
０
）

　

健
康
づ
く
り
の
３
本
柱
「
栄

養・運
動・休
養
」に
つ
い
て
学
ぶ
、

食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
食
生
活

改
善
推
進
員
）
の
養
成
講
座
で

す
。
講
義
や
実
習
を
通
し
て
健

康
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
を
し

ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
＝
６
月
～
９
月
の
全
８
回

（
第
１
木
曜
、第
３
火
曜
午
前
中
）

※
初
回
は
６
月
３
日
㈭
10
時
～

13
時
（
受
付
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク

９
時
30
分
～
９
時
50
分
）

◦
対
象
者
＝
69
歳
ま
で
の
全
講

座
受
講
可
能
な
人

◦
定
員
＝
15
人
程
度
（
先
着
順
）

◦
会
場
＝
八
女
市
立
花
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
が
や
き

◦
参
加
費
＝
無
料
※
調
理
実
習
、

地
産
地
消
弁
当
の
回
は
別
途
料

金
を
い
た
だ
き
ま
す
。

◦
申
込
期
間
＝
５
月
６
日
㈭
～

５
月
20
日
㈭

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康

推
進
課
保
健
指
導
係
（
☎
２
３
・

１
３
５
２
）

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体

育
館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い

ま
す
。
利
用
し
た
い
人
は
必
ず

「
利
用
者
の
会
」
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
※
利
用
者
の
会
に
参

加
す
る
た
め
に
は
前
も
っ
て
団

体
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

《
6
月
利
用
者
の
会
》

◦
期
日
＝
５
月
22
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福

島
中
）▽
14
時
15
分
～（
八
幡
小
、

岡
山
小
、西
中
）
▽
15
時
～
（
上

妻
小
、
三
河
小
、
南
中
）
▽
15

時
45
分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

見
崎
中
、
上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
＝
総
合
体
育
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館

（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動
調
査

は
、
統
計
法
に
基
づ
き
５
年
ご

と
に
実
施
す
る
、
国
の
最
も
重

要
な
統
計
調
査
の
一
つ
で
す
。
調

査
結
果
は
国
や
都
道
府
県
、
市

区
町
村
に
お
け
る
行
政
施
策
の

立
案
や
、
民
間
企
業
に
お
け
る

経
営
計
画
の
策
定
な
ど
、
社
会

経
済
の
発
展
を
支
え
る
基
礎
資

料
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
対
象
＝
６
月
１
日
現
在
、
全

国
に
あ
る
す
べ
て
の
事
業
所
・
企

業
（
個
人
経
営
の
事
業
所
を
含

む
）

◦
調
査
方
法
＝
５
月
20
日
か
ら
、

調
査
員
が
調
査
書
類
を
各
事
業

所
に
配
布
し
ま
す
。
調
査
書
類

は
企
業
の
本
社
等
に
ま
と
め
て

郵
送
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

回
答
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
で

き
ま
す
。
紙
の
調
査
票
で
の
回

答
の
場
合
は
、
調
査
員
が
回
収

に
伺
い
ま
す
。

◦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
期

間
＝
５
月
20
日
㈭
～
６
月
８
日

㈫◦
調
査
員
回
収
で
の
回
答
期
間

＝
６
月
１
日
㈫
～
６
月
中
旬

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
行
政

係
経
済
セ
ン
サ
ス
担
当（
☎
２
３・

１
２
２
４
／
O
２
２・２
１
８
６
）

Shttps://www.e-census2021.
go.jp/

　

こ
の
調
査
は
、
厚
生
労
働
省

が
毎
年
実
施
し
て
い
る
極
め
て

重
要
な
統
計
調
査
で
、
国
民
の

保
健
、
医
療
、
福
祉
、
年
金
、

所
得
等
の
状
況
を
世
帯
面
か
ら

総
合
的
に
把
握
し
、
今
後
の
厚

生
労
働
行
政
の
企
画
お
よ
び
立

案
の
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る

極
め
て
重
要
な
調
査
で
す
。

　

調
査
日
は
、
６
月
３
日
㈭
と

７
月
８
日
㈭
で
す
が
、
４
月
中

旬
か
ら
７
月
に
か
け
て
県
知
事

発
行
の
「
調
査
員
証
」
を
持
っ

た
調
査
員
が
調
査
区
内
の
世
帯

を
訪
問
し
ま
す
。
な
お
、
調
査

員
は
こ
の
期
間
中
、
県
知
事
に

任
命
さ
れ
た
地
方
公
務
員
と
し

て
調
査
活
動
に
あ
た
っ
て
お
り
、

調
査
内
容
を
他
に
漏
ら
す
こ
と

は
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

調
査
の
重
要
性
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
（
☎
０
９
４

４
・
７
２
・
２
１
１
２
／
O
０
９

４
４
・
７
４
・
３
２
９
５
）

　

５
月
19
日
㈬
、
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
※
）

の
全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
八
女
市
で
は
、

こ
の
試
験
の
た
め
、
午
前
11
時

頃
、
防
災
ラ
ジ
オ
の
自
動
起
動

２
０
２
１
年
（
令
和
３
年
）

国
民
生
活
基
礎
調
査

令
和
３
年
度
福
岡
県
盲
ろ
う
者

通
訳
・
介
助
員
養
成
研
修
会

食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成

講
座

小
・
中
学
校
体
育
施
設
利
用

令
和
３
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―
活

動
調
査

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
情
報

伝
達
試
験
放
送

一
　
般

一
　
般

教
室
・
講
座

教
室
・
講
座
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に
よ
り
、
試
験
放
送
が
流
れ
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
※
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震・津
波
や
、

武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、

国
か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ

て
瞬
時
に
お
伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課

生
活
安
全
係
（
☎
２
４
・
８
１

４
６
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
保
護
者

の
も
と
で
生
活
で
き
な
い
子
ど
も

た
ち
を
、
ご
家
庭
で
養
育
し
て

い
た
だ
く
公
的
制
度
を
「
里
親

さ
れ
て
い
る
範
囲

②
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

③
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
な

ど◦
補
助
金 

⑴ 

除
却
等
費 

危
険
住
宅
の
撤
去
費
、
動
産
移

転
費
、
仮
住
居
費
な
ど
の
費
用

を
１
戸
当
た
り
97
万
5
千
円
を

上
限
と
し
て
補
助
し
ま
す
。 

⑵
建
物
助
成
費 

危
険
住
宅
に
代
わ
る
住
宅
の
建

設
ま
た
は
購
入
（
土
地
の
取
得

を
含
む
）
の
資
金
を
金
融
機
関

等
か
ら
借
入
れ
た
場
合
、
利
子

相
当
額
を
１
戸
当
た
り
４
２
１

万
円
（
建
物
３
２
５
万
円
、
土

地
96
万
円
）
を
限
度
と
し
て
補

助
し
ま
す
（
借
入
れ
利
率
年 

８・

５
％
を
限
度
） 

◦
補
助
手
続
前
に
、
住
宅
の
除

去
・
移
転
に
係
る
契
約
等
が
行

わ
れ
て
い
る
場
合
、
補
助
の
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
手
続
き
に
は
期
間
が
か
か

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課

消
防
防
災
係
（
☎
２
３
・
１
７

３
１
）
ま
た
は
各
支
所
ま
ち
づ

く
り
推
進
係

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
国
民

生
活
基
礎
調
査

等◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡

県
里
親
支
援
機
関O

HANA

（
☎

０
９
４
２
・
７
７
・
３
３
８
８
）

◦
内
容
＝
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回

答
、
県
政
へ
の
意
見
・
提
案

◦
応
募
資
格
＝
県
内
在
住
の
18

歳
以
上
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
で
き
る
人
※
一
部
除
外
要

件
あ
り

◦
任
期
＝
令
和
4
年
3
月
ま
で

◦
締
め
切
り
＝
5
月
31
日
㈪

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
県
民

情
報
広
報
課
（
☎
０
９
２
・
６

４
３
・
３
１
０
３
／
O
０
９
２
・

６
４
３
・
３
１
０
７
）

　

が
け
崩
れ
な
ど
の
危
険
が
あ

る
区
域
（
が
け
地
近
接
等
危
険

区
域
）
内
に
あ
る
既
存
の
住
宅

（
危
険
住
宅
）
を
除
去
し
、
安
全

な
土
地
へ
新
築・購
入
す
る
人
に
、

国
、
県
お
よ
び
市
町
村
が
一
体
と

な
っ
て
移
転
費
用
の
補
助
を
行

う
事
業
で
す
。

◦
が
け
地
近
接
等
危
険
区
域
危

険
住
宅

①
県
条
例
に
よ
り
建
築
が
制
限

制
度
」
と
い
い
ま
す
。
中
で
も

「
養
育
里
親
」
は
養
子
縁
組
の
必

要
も
な
く
、
数
日
間
の
短
期
期

間
養
育
も
可
能
で
す
。
里
親
手

当
や
専
門
相
談
員
の
配
置
な
ど
、

経
済
的
な
負
担
や
未
経
験
の
不

安
に
も
対
応
で
き
る
な
ど
、「
や
っ

て
み
た
い
」
を
実
現
で
き
る
支
援

体
制
が
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
知

り
た
い
、
知
人
・
友
人
に
教
え

た
い
等
、
里
親
に
興
味
が
あ
る

人
は
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

◦
日
時
＝
随
時
（
個
別
に
日
程

を
調
整
し
行
い
ま
す
）

◦
内
容
＝
「
里
親
っ
て
ど
ん
な
制

度
？
」「
里
親
に
な
る
た
め
に
は
」

　障害者手帳等をお持ちの人には１台に限り
減免の制度があります。ただし、すでに自動
車税（県税）の減免を受けている人は除き
ます。また、障害の級により対象にならない
こともあります。次の事項に該当する人は、
納税通知が届いてから 5 月 31日㈪までに申
請してください。なお、前年度に減免を受け
てその内容に変更のない人は継続して減免
になりますが、所有者・車体等に変更があっ
た場合は新たに申請が必要になります。
◦対象＝
①身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者
保健福祉手帳・戦傷病者手帳をお持ちで、
一定の要件を満たす人  
②「①」の人と同居のご家族 ③身体障がい
者等（障がい者等のみで構成する世帯に限
る）を常に介護する人
◦申請の時に持参するもの＝

【①の場合】各手帳／印鑑／軽自動車税（種
別割）の納税通知書／運転免許証／車検証

【②③の場合】証明書等が必要になる場合が
あります。詳しくは問い合わせください。

◦問い合わせ＝本庁税務課（☎ 23・1112）
　または各支所市民係・市民生活福祉係

軽自動車税（種別割）の
減免について

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転

事
業

　4 月1日現在自動車を所有している人に対
し、5 月初めに自動車税（種別割）の納税通
知書を送付します。5 月 31日㈪までに納め
ましょう。納付場所は、県税事務所・金融機関・
コンビニエンスストアなどです。
　また、クレジットカードでの納付や「LINE 
Pay」「PayPay」での納付ができます。
◦問い合わせ＝久留米県税事務所
　（☎ 0942・30・1078）

自動車税（種別割）は 5 月31日㈪
までに納めましょう

令
和
3
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー

「
養
育
里
親
」
説
明
会
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火災出火件数  3件 （11件）
救急出動件数 229件 （718件）
救急搬送人数 219人 （690人）

人身事故発生件数 14件 （50件）
傷　　者 15人 （60人）
死　　者 0人 （ 2人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 61,714 (-170)
男 29,123  (-118)
女 32,591  (-52)

世帯数 25,216  (+41)
　※（　）内は前月比

出生 39 人 死亡 87 人
転入 308 人 転出 430 人

▼ 3 月の交通事故の状況

▼ 3 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（3 月31日現在）

▼ 3 月の異動

【椛島菖蒲園】
◦日時＝ 5 月下旬～ 6 月上旬◦会場＝柳川市本町 74 ◦問
＝柳川市観光課（☎ 0944・77・8563）

【えつ観光川開き】
◦日時＝ 5/1 ㈯～ 7/20 ㈫ 10:30 ～ 12:00 ◦会場＝大川テ
ラッツァ◦問＝大川観光協会（☎ 0944・87・0923）

【道の駅おおきマルシェ】
◦日時＝ 5/2 ㈯～ 5 ㈷ 10:00 ～ 16:00 ◦場所＝道の駅お
おき◦入園料＝大人 300 円、中学生以下無料◦問＝大木
町地域創業 ･ 交流支援センター WAKKA（☎ 0944・78・
2472）

大川市

大木町

柳川市

イベント情報イベント情報後後筑筑 ちくごななこくちくごななこく
七国七国

納期限・口座振替日は5月31日㈪
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦固定資産税（1期）
◦軽自動車税（種別割）（全期）
◦住宅使用料（5 月）
◦保育料（5 月）

5月に
納める
もの

5月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので電話で確認してください。✚
5月2日（日）
山田医院（東唐人町）  23・4853
しばた医院（上陽町） 33・7373
こが歯科（筑後市）  0942・27・7117
よしいずみ歯科（筑後市） 0942・42・3555
5月3日（祝）
中野内科循環器科（吉田）        25・3010
今村循環器内科（黒木町） 33・2115
下川歯科医院（筑後市） 0942・53・7720
柳迫歯科医院（平田） 24・5554
5月4日（祝）
吉山クリニック（稲富） 30・2200
岡村医院（立花町） 23・2770
まちの歯科医院（筑後市）  0942・42・1515
永田歯科医院（宅間田） 22・3511
5月5日（祝）
三浦医院（東京町） 23・3928
クリニックくろぎ（黒木町） 42・0887
高山歯科医院（筑後市）  0942・53・2728
森田歯科医院（山内） 24・3055
まえだ耳鼻咽喉科クリニック（稲富）30・1187
5月9日（日）

古賀泌尿器クリニック（馬場） 24・3121
今村循環器内科（黒木町） 33・2115
大石歯科医院（室岡） 24・1111
5月16日（日）
なかしま胃腸科（蒲原）  25・6200
原医院（黒木町） 42・0336
ふじわら歯科医院（筑後市） 0942・52・4067
5月23日（日）
八媛病院（本） 22・4176
矢部診療所（矢部村） 47・2700
江﨑内科歯科医院（新庄）  22・5809
大渕耳鼻咽喉科（本村） 23・2811
5月30日（日）
城戸医院（鵜池） 23・5303
林医院（立花町） 23・5557
内藤歯科医院（黒木町桑原） 42・4086

▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）23・4131
柳病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（津江） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市）0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付
　（19:00 ～ 21:30）

［月・水・金］公立八女総合病院
（23・4131）
［火・木］筑後市立病院
（0942・53・7511）
▼日祝日小児救急医療受付
　（9:00 ～ 14:30）

【5月】2㈰ ・4㈷ ・16㈰・30㈰
公立八女総合病院 （23・4131）

【5月】3㈷・5㈷・9㈰・23㈰
筑後市立病院 （0942・53・7511）
▼県小児救急医療電話相談
　（19:00 ～ 7:00）

県指定
健康相談
事業者
♯ 8000

【休日当番薬局】日曜日・祝日に開
いている薬局を、八女筑後薬剤師
会のホームページ（http://ycpa.
info）で確認することができます。
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無料法律相談 【予約】
◦ 5 月20日㈭・6 月3日㈭ ／ 相談　
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　局（収入等一定 額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
 ◦ 5 月14 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
◦ 5 月21日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 5 月28 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦ 5 月 21日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※予約☎ 22・5161
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦5月20日㈭ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談
（法務局☎23・2603）
◦5月7日㈮13:00 ～ 16:00
　／おりなす八女研修棟
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦5月21日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦5月14日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦5月19日㈬ 13:30 ～ 16:00
   ／社会福祉会館
◦5月19日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦5月12日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦5月26日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
補聴器の修理と相談
（福祉課☎23・1335）
◦5月18日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所
◦5月14日㈮・18日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦5月27日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所

日本政策金融公庫相談会（毎月第１金曜日）
◦5月7日㈮13:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
定例税務相談会（毎月第2月曜日）
◦5月10日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会（毎月第3月曜日）【予約】
◦5月17日㈪13:30 ～ 16:30 ／八女
商工会議所 ※予約☎22・5161
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている方はご相談ください。
◦  平日 8:30 ～ 17:00
女性のための相談 【予約】

（人権・同和政策・男女共同参画推進課）
夫や恋人からのDV、夫婦間・男女間の
問題、セクハラなどご相談ください。
◦ 平日 9:00～17:00※予約（☎23・1314）
年金相談 【予約】
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦ 月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室 【予約】
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談 【予約】

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人
で考えず、専門家に相談してください。
◦ 第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）

　※予約☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談【予約】
◦ 毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館※予約☎0942・30・0144
若者（15 ～ 49歳）就職相談支援

《筑後若者サポートステーション》

◦	平日10:00～17:00
《八女出張相談ハローワーク八女内》
◦毎月第２金曜13:00 ～ 17:00
※予約☎0942・30・0087
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦	月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市

消費生活センター☎23・1183
教育相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110

教育相談
◦ 無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性のための悩み相談電話
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／☎24・9422
福岡県あすばる相談ホットライン
◦ 毎日9:00 ～ 17:00、金曜のみ18時～

20時30分も可／☎092・584・1266
福岡県配偶者からの暴力相談
◦ 月～金17:00 ～ 24:00、土日祝9:00

～ 24:00 ／☎092・663・8724
難病ホットライン
◦ 平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

電 話 相 談

相談はお気軽にどうぞ相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】

ほっと館
か ん

やめ

八女市社会福祉協議会福祉生活支援室

　ひきこもりなどに対する相談支援
を行っています。（市内 2 か所）
①八女市本町 17-2（リーベルと同
じ建物）月～金・第 2 土曜日 9:00
～ 17:00 開館（☎ 23・7777）
②上陽町北川内 123-1（地域福祉
センター内）平日 9:00 ～ 17:00 開
館（☎ 24・9820）
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災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。
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▼
歩
く
こ
と
が
増
え
、
花
や
昆

虫
な
ど
、
季
節
の
移
ろ
い
を
以

前
よ
り
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。（
Ｙ
・
Ｎ
）

▼
タ
ケ
ノ
コ
収
穫
を
体
験
し
ま

し
た
。
そ
の
ま
ま
調
理
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
様
々
な
レ

シ
ピ
と
え
ぐ
み
の
な
い
新
鮮
な

味
に
感
動
の
連
続
で
し
た
。
素

晴
ら
し
い
時
間
を
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

（
Y
・
Y
）

▼
数
年
ぶ
り
に
広
報
八
女
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ま
に
魅
力
あ
る
紙
面
を
お

届
け
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。（
Ｔ
・
Ｓ
）

おたんじょうびおめでとう

満１歳のお子さまの写真を
募集しています（ただし、
市内に住民登録があるか実
際に住んでいる人に限る）。
氏名・生年月日・住所・簡
単なコメント（30字以内）・
電話番号を添えて、誕生日
前月の7日までに直接お持
ちいただくか、郵送でお申
し込みください。応募多数
の場合は先着順となります。
●申し込み＝企画政策課広
報広聴係（☎23・1110）

山口 蒼
そ う が

賀 ちゃん

Ｒ2年5月6日生（星野村）

た
く
ま
し
く
育
っ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
！
そ
う
ち
ゃ
ん
大
好
き
♡

増永 音
お と あ

愛 ちゃん

Ｒ2年5月7日生（立花町原島）

皆
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
！
お
と
ち
ゃ
ん
♡
大
好
き
だ

よ
♡

増永 言
こ と あ

愛 ちゃん

Ｒ2年5月7日生（立花町原島）

皆
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
！
こ
と
ち
ゃ
ん
♡
大
好
き
だ

よ
♡

松延 穂
ほ の か

果 ちゃん

Ｒ2年5月10日生（今福）

１
歳
お
め
で
と
う
！
笑
顔
い
っ
ぱ

い
元
気
に
育
っ
て
ね
。
だ
い
す
き

だ
よ
♡

近藤 まりん ちゃん

Ｒ2年5月13日生（蒲原）

１
歳
お
め
で
と
う
♡
ま
り
ん
大
好

き
♡
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
♡

田中 飛
と わ

羽 ちゃん

Ｒ2年5月15日生（本村）

祝
１
歳
。
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
元
気

に
育
っ
て
ね
。

安徳 菜
な な か

々花 ちゃん

Ｒ2年5月19日生（高塚）

な
な
ち
ゃ
ん
大
好
き
！
い
つ
ま
で

も
そ
の
か
わ
い
い
笑
顔
を
大
切
に

し
て
ね
♡

大坪 友
ゆ ゆ

結 ちゃん

Ｒ2年5月19日生（龍ケ原）

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
た
く
さ

ん
笑
っ
て
元
気
に
育
っ
て
ね
。

原嶋 美
み く

来 ちゃん

Ｒ2年5月29日生（矢部村矢部）

う
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
お
に
い
ち
ゃ
ん
た
ち
と
仲
よ

く
ね
♡

木下 新
あ ら た

大 ちゃん

Ｒ2年5月9日生（立花町山崎）

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。
こ
れ
か

ら
も
い
ろ
ん
な
表
情
を
見
せ
て
ね

♡

田中 侑
ゆう

 ちゃん

Ｒ2年5月5日生（蒲原）

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
お
兄
ち
ゃ

ん
と
仲
良
く
元
気
い
っ
ぱ
い
大
き
く

な
っ
て
ね
♡

江﨑 理
り ひ と

人 ちゃん

Ｒ2年5月3日生（岩崎）

こ
れ
か
ら
の
人
生
が
幸
せ
で
溢
れ

ま
す
よ
う
に
。
１
歳
の
お
誕
生
日

お
め
で
と
う
。

荒木 陽
は る と

翔 ちゃん

R2年5月1日生（蒲原）

１
歳
お
め
で
と
う
♡
こ
れ
か
ら
も

元
気
い
っ
ぱ
い
大
き
く
な
っ
て
ね

♡
大
好
き
♡

鵜木 大
た い が

雅 ちゃん

Ｒ2年5月20日生（立花町北山）

誕
生
日
お
め
で
と
う
！
心
も
体
も

強
く
、
元
気
に
大
き
く
な
ぁ
れ
☆

奥八女焚火の森
キャンプフィールド

市市長長ココララムム76
　
平
成
24
年
の
九
州
北
部
豪
雨
災
害
で
、
施
設
の
大
半
が
流
出
し

た
黒
木
町
笠
原
の
「
き
の
こ
村
キ
ャ
ン
プ
場
」
が
、４
月
24
日
、『
奥

八
女
焚
火
の
森
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
』
と
し
て
新
し
く
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。「
忙
し
い
日
々
に
焚
き
火
を
囲
む
、
や
さ
し
い
時
間
を
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
薪
ス
ト
ー
ブ
を
持
つ
コ
テ
ー
ジ
、
屋
内
デ
ッ
キ

を
備
え
た
キ
ャ
ビ
ン
、
様
々
な
タ
イ
プ
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
を
有
し
、

「
木
育
施
設
」
や
「
八
女
茶
カ
フ
ェ
」
を
併
設
し
た
キ
ャ
ン
プ
場
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
▼
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
災
害
の
復
興
に

向
け
た
強
い
想
い
の
も
と
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
議
論
を
重
ね
、
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
運
営
は
、
笠
原
地
域
の
皆
さ
ん
で

構
成
す
る
「
奥
八
女
自
然
楽
校
」
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
地
元

の
良
さ
、
資
源
を
知
り
尽
く
し
た
方
々
が
、
そ
れ
ら
を
活
か
し
て

新
た
な
価
値
を
創
造
し
て
い
く
。
そ
れ
こ
そ
が
、
地
域
を
元
気
に

し
、
さ
ら
に
は
来
場
す
る
人
に
楽
し
さ
と
感
動
を
与
え
る
こ
と
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
▼
都
市
へ
の
人
口
集
中
が
進
む
現
代
社
会
の

中
で
、
今
、
キ
ャ
ン
プ
等
で
自
然
に
触
れ
る
こ
と
の
価
値
が
見
直
さ

れ
て
い
ま
す
。
笠
原
の
里
山
に
流
れ
る
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の
中

で
、
四
季
折
々
の
表
情
を
見
せ
る
自
然
は
、
人
の
感
性
を
呼
び
覚

ま
し
、
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
き
っ
と
家
族
や
仲
間
た
ち
と

一
度
だ
け
で
な
く
、何
度
も
訪
れ
た
く
な
る
場
所
に
な
る
で
し
ょ
う
。

▼
こ
の
キ
ャ
ン
プ
場
が
、
あ
の
未
曽
有

の
大
災
害
を
地
域
一
丸
と
な
っ
て
乗
り

越
え
て
き
た
笠
原
地
域
の
「
誇
り
」
と

な
り
、
ひ
い
て
は
八
女
市
を
代
表
す
る

交
流
施
設
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
市
民
の
皆
様
も
お
越

し
く
だ
さ
い
。
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